
第

江
戸
東
京
フ
ォ
ー
ラ
ム

（
公
開
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
）

八
回

「
地
域
雑
誌
か
ら
み
た
鞘
」

企
画
趣
旨

吋
F
一
日
司
波
小

品
目
田
口
必
殺
山

銀
夜
、

i
治
市
川
下
々
と
は
悦
り
携
に
は
か
な
り
前
か
ら
、
駁
緩
会
中
商
店
街
が
無
料
で
庇
る
、
い
わ
ゆ
る
「
タ
ウ
ン
誌
し
が
あ
り
ま
し
た
。

ご
の

h
吋
ほ
ど
の
附

γ
、
件
以
の
代
い
い
れ
に
よ
る
花
氏
の
た
め
の
自
主
的
地
域
雑
裂
が
続
々
と
発
刊
さ
れ
て
い
ま
寸
。

そ
れ
L
け
、
そ
れ
ミ
れ
の
町
の
恥
配
中
T
r
制
り
起
こ
し
て
日
山
品
開
し
、
町
の
出
川
緩
や
一
み
ん
な
で
考
え
る
た
め
の
広
場
と
な
り
、
イ
ベ
ン
ト
や
町
つ
く
り
に

も
積
倣
仰
木
敢
に
か
か
ね
っ
と
い
ま
す
。

し
か
し
、
「
町
の
雑
誌
」
の
主
宰
者
た
ち
が
一
向
に
集
ま
り
、
交
流
す
る
機
会
は
い
ま
ま
で
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

こ
の
ブ
オ
ラ
ム
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
町
の
特
性
、
出
版
の
動
機
と
経
緯
、
苛
労
話
、
解
暁
さ
れ
て
き
た
町
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
変
化
に
つ
い
て
、

存
分
に
諮
っ
て
も
ら
い
ま
す
。
そ
し
て
、
各
地
球
雑
誌
が
め
ざ
寸
地
域
学
の
方
向
を
参
加
者
と
と
も
に
、
引
き
出
し
て
い
き
た
い
と
も
考
え
て
い
ま
寸
。

在
野
か
ん
発
伐
ナ
る
公
開
市
民
7

2

j
一
ブ
ム
で
寸
。

日

場時

日

弘一品

北 一
沢 九
タ九
ウ九
ン年
ホ A

ノv

！倍

jヲ

開
催
に
あ
た
っ
て

司
会
者
w

講
師
紹
介

「
谷
中
・
摂
津
a

子
駄
木
」

「
こ
こ
は
牛
込
、
神
楽
坂
」

「
武
蔵
野
か
ら
」

「
町
雑
誌
千
伎
」

討

論

〈

商

会

〉

江
戸
東
京
フ
ォ
ー
ラ
ム
話
題
一
覧

方

土

一
四

0
0
1
一
七

0
0

第
三
集
会
室

i嘩
内

秀
｛言

森

ま

ゆ

み

立

墜

正

予

野
口
由
紀
子

大

野

瀬

子

森

ま

ゆ

み

六九思五

L
l
L

在日

財
包
法
人

住
宅
総
合
研
究
財
団



開
催
に
あ
た
っ
て

法
政
大
学
工
下
部
建
議
7
件

陣
内

秀
信

欄
フ
ォ
ー
ラ
ム
「
地
域
雑
誌
か
ら
み
た
陀
」

打
一
戸
東
爪
フ
ォ
ー
ラ
ム
川
川
、
パ
ナ
際
的
に
江
戸
東

京
を
研
究
し
て
一
一

4
に
冷
り
と
す
。

小
木
新
造
先
生
在
中
心
に
、
進
め
て
ま
い
り
ま

し
た
。
昨
年
か
ら
、
…
地
域
学
一
を
一
つ
の
柱
に

考
え
て
み
主
し
た
。
現
街
、
各
地
域
で
ま
ち
づ
く

り
泌
動
、
が
活
発
で
す
、
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
な
枇
界
だ

け
で
は
な
く
、
い
ろ
い
ろ
な
立
山
明
か
ら
地
域
の
粗
削

交
や
研
究
が
お
穏
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
う
い

う
知
窓
や
成
果
令
長
め
で
、
地
域
を
考
え
る
「
地

域
学
」
と
い
う
会
測
が
こ
の
ブ
寸
！
ラ
ム
で
す
ο

東
京
の
代
表
的
な
同
地
成
維
吋
ゆ
を
制
耐
鈍
さ
れ
て
い

る
、
あ
る
い
は
地
域
の
お
動
主
主
れ
て
い
る
方
々

に
お
滋
し
い
た
だ
き
主
し
に
〉
ご
れ
だ
り
の
メ
ン

バ

i
が
、
勢
揃
い
さ
刊
い
た
の
は
初
め
て
だ
と
仰
っ

て
応
り
土
す
r

こ
れ

4
時
代
小
川
お
り
凋
く
片
面
の

上
う
に
田
川
い

t
す

て
は
、

J

比
一
戸
東
以
フ
ォ
ー
ラ
ム
委
員
で
も
あ
る

寸
会
の
森
去
一
み
ん
寸
ん
に
川
ト
ン
タ
ッ
チ
し
去
す
。

圏
森
ま
ゆ
み
（
も
り
ま
ゆ
み
）

「
谷
中
・
根
津
千
駄
木
」
繕
集
者

経
殴
：
東
京
都
文
京
区
生
ま
れ
／
出
版
社
に
入
社

し
／
そ
の
後
フ
リ
ー
に
／
…
九
八
四
年
に
地
域
雑

誌
1

谷
中
・
梅
津
・
千
駄
木
…
を
女
性
ば
か
り
四
人

の
ス
タ
ッ
フ
で
発
刊

著
書
：
ー
谷
中
ス
ケ
ッ
チ
ブ
ッ
ク
－
／
吋
深
夜
快

晴
抗
い
／
守
暮
ら
し
い
／
鴎
外
の
坂
」
／
「
開
明

治
東
京
崎
人
伝
い
／
ぷ
拙
き
し
め
る
、
東
京
い
な

タ」受
賞
・
一
サ
ン
ト
リ
地
域
文
化
賞
」
／

本
建
築
学
会
文
化
賞
」
他

日

翻
立
盤
正
子
（
た
ち
か
ベ
ま
さ
に
）

「
こ
こ
は
牛
込
、
神
楽
坂
」
編
集
者

経
蕊
東
京
都
新
宿
区
神
楽
坂
生
ま
れ
／
会
社

勤
務
一
守
総
て
／
広
告
制
作
会
社
に
勤
務
／
コ
ピ

ー
ラ
イ
タ
ー
に
／
そ
の
後
、
い
く
つ
か
の
広
告

制
作
会
社
で
、
京
電
メ
！
力
、
銀
行
、
デ
パ

ー
ト
、
一
也
阪
九
一
九
社
内
洋
の
新
聞
聞
、
広
告
、
カ
タ
口

グ
誌
等
の
制
作
を
担
当
／
そ
し
て
、
フ
リ
！
と

な
る
／
一
九
九
四
年
に
、
ま
ち
の
雑
誌
ご
ご
〕

は
牛
込
、
神
楽
坂
」
ル
一
創
刊

受
賞
4

「
第
二
ニ
岱

N
T
T
A
1
M
M
グ
ウ
ン
誌

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
奨
励
賞
（
一
九
九
七
年
）
」

畠
野
口
由
紀
子
（
の
ぐ
ち
ゅ
き
こ
）

「
武
蔵
野
か
ら
」
編
集
者

経
歴
：
石
川
県
金
沢
市
生
ま
れ
／
一
九
八
一
年

に
、
タ
ウ
ン
誌
一
こ
ん
に
ち
は
小
金
井
」
会
創

刊
／
一
九
八
七
年
に
、
一
武
蔵
野
生
活
文
化
研

究
所
－
を
設
立
代
表
／
ご
」
ん
に
ち
は
小
金
井
」

を
吋
武
蔵
野
か
ら
い
に
改
題
／
そ
れ
を
機
に
、
エ

リ
ア
を
多
感
と
武
蔵
野
全
域
に
拡
大
／
一
九
九
六

年
、
東
京
都
来
綴
条
例
検
討
委
員
会
委
員

著
書
・
「
槍
原
村
一
九
九
三
塁
に
吹
く
嵐
」

組
太
野
順
子
（
お
お
の
じ
ゅ
ん
こ
）

「
町
雑
誌
千
伎
』
編
集
者

経
箆
：
東
京
都
足
立
区
千
住
生
ま
れ
／
ク
リ
エ

i

タ
l
、
イ
ラ
ス
ト
レ
タ
ー
と
し
て
、
大
野
デ
ザ

イ
ン
室
に
勤
務
／
一
九
九
七
年
に
舟
矯
左
斗
子
と

と
も
に
、
ま
ち
つ
く
り
ゃ
考
え
る
会
「
千
住
・
町

・
一
元
気
・
探
検
隊
」
を
結
成
／
「
千
住
・
町
・
元

気
・
探
検
隊
」
は
地
域
雑
誌
「
町
雑
誌
千
住
」

を
発
行
／
千
伎
の
ま
ち
の
調
査
と
地
域
の

F
R
活

動受
賞
：
「
第
一
一
一
一
回

N
T
T
全
関
タ
ウ
ン
誌
フ

ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
地
域
立
ミ
ュ
ニ
ケ
！
シ
ョ
ン
賞

ご
九
九
七
年
）

2 



『
谷
中
盤
根
津
圃
千
駄
木
』

森

ま
ゆ
み

閣
安
ウ
ン
誌
と
地
域
雑
誌

フ
ォ
ー
ラ
ム
を
始
め
；
ナ
。

主
ず
は
、
地
域
雑
認
の
流
れ
安
お
話
し
主
す
。

戦
前
に
は
、
前
刊
の
も
仰
が
つ
い
た
雑
法
、
ヲ
浅

草
復
い
や
叶
山
総
臨
m
L

が
出
て
い
主
ず
し
、
町
内
会

の
名
簿
、
問
に
川
附
す
る
校
中
入
、
情
報
、
案
内
の
上

う
な
も
の
も
給
機
あ
り
ト
に
す
。

戦
後
は
、
リ
州
知
Ah
山
内
白
川
口
や
「
上
野
句
が
有
名

で
「
、
か
、
ゆ
閣
り
坊
で
は
、
一
阪
徳
川
会
と
か
商
応
街
が

パ
ッ
ク
に
つ
い
山
、
い
る
タ
ウ
ン
誌
と
い
わ
れ
る
も

の
が
制
さ
れ
主
ず
。
町
に
お
持
さ
ん
を
引
き
込
み
、

ス
テ

i
タ
ス
な

i
げ
る
た
め
に
、
著
名
な
文
化
人

の
連
載
や
対
談
と
と
私
に
、
店
の
紹
介
が
あ
る
も

の
で
す
。
〈
丘
悶
め
に
た
く
さ
沼
山
て
い
ま
す
が
、

情
報
誌
と
い
う
け
格
が
品
川
く
、
山
の
レ
ジ
の
と
こ

ろ
に
あ
っ
て
無
料
？
配
ろ

ω？
か
一
般
的
で
す
。

東
京
経
済
ト
ヘ
？
の
山
村
紀
総
パ
…
ん
が
と
タ
ウ
ン

誌
一
と
い
う
汗
川
北
米
を
最
初
に
使
れ
れ
た
と
問
問
い
て

い
主
す
。
九
パ
八
九
川
、
り
仁
、
作
、
地
域
住
民
間
闘

争
や
反
公
連
動
た
ど
の
な
か
で
、
地
域
の
問
題

在
住
伐
の
包
同
情
で
与
え

k
う
L

絡
み
が
一
河
主
的
に

発
行
さ
れ
、
ま
す
。
日
大
ニ
ュ

l
タ
ケ
ン
で
も
、
地

附
械
で
よ
り
撃
か
な
生
活
全
ナ
リ
勺
た
め
の
雑
誌
が
で

き
主
す
〈
二
刊
い
ら
は
従
来
の
絞
れ
で
配
ろ
タ
ウ
ン

総
と
、
か
な
り
性
絡
が
川
拾
っ
て
い
と
↓
つ

マ
ガ
ジ
ン
ハ
ウ
ス
社
の
一
市

K
a
n
a
k
o
い
が
、

日
本
で
初
め
て
の
本
終
的
地
波
雑
諸
…
と
ネ
ー

ミ
ン
グ
会
し
ま
し
た
。
『

H
a
n
a
k
o
い
は
毎

回
送
う
地
域
合
取
り
上
げ
て
、
地
域
を
定
点
線
測

的
に
日
凡
て
い
な
い
の
で
、
地
域
雑
誌
で
は
な
い
と

私
は
患
っ
て
い
ま
す
。

N
T
T
、
が
一
五
年
ぐ
ら
い
前
に
、

N
T
F
全
国

タ
ウ
ン
誌
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
始
め
、
去
年
で
終

わ
っ
て
し
主
い

k
し
た
が
、

t
Mか
ら
タ
ウ
ン
上
品

に
応
募
し
て
も
ら
っ
て
炎
彩
を
し
て
い
ま
し
た
。

人守口
μ
の
問
つ
の
地
域
雑
誌
も
υ討
を
取
っ
て
い
ま
す
。

毎
回
の
応
移
数
は
六
心
心
ぐ
ら
い
で
、
全
国
の
タ

ウ
ン
誌
の
併
殺
が
絞
っ
て
い
る
年
鑑
の
よ
う
な
も

の
も
出
し
て
い
と
し
た
。

最
近
は
、
タ
ウ
ン
誌
と
い
う
よ
り
は
、
む
し
ろ

地
域
雑
誌
、
池
山
峨
に
お
け
る
告
主
的
な
メ
デ
ィ
ア

と
い
っ
た
ほ
っ
、
が
い
い
も
の
が
、
東
京
で
も
給
待

出
て
い

k
十
。
今
口
μ
は
、
一
二
人
の
、
ま
さ
に
そ
う

い
う
地
域
雑
誌
主
事
行
に
来
て
い
た
だ
い
て
、
役

割
と
か
、
怒
川
げ
の
き
っ
か
け
と
か
、
ご
苦
労
と
か
、

蒋
び
ど
か
、
池
域
と
の
関
係
と
か
、
を
認
し
て
い

た
だ
こ
う
と
忽
っ
て
い
ま
す
r

そ
の
院
内
ほ
と
し
て
私
た
ち
の
『
谷
中
・
根
津
・

千
駄
木
b

、
通
称
吋
谷
線
千
。
一
を
紹
介
し
ま
す
。

随
谷
中
・
根
津
・
千
駄
木
地
域

：
一
J

：

、

、

I

i

、ト

L

i
；

も

似

た

J

仁
ハ
バ
わ
け
1

一
稔
日
行
「
時
脚
本

と
い
う
取
れ
ん
ば
叶
べ
た
地
域
体

U

存
中
・
線

機
－

F
駄

木

代

々

九

八
m門
甘
か
ら
出
し
て
い
去

す
。
町
内
川
文
川
小
沢
｝
二
台
東
し
い
の

hr桜一、、
J
7
4
λ

ぷ

ド

ι台
東

K
n別
、
附
和
ハ
行
代
に
け
、
人
口
が

ぃハ

1

七
万
人
ポ
し
た
が
、
ム
ー
付
ハ

h
人
ぐ

ら
い
で
す
出
品
川
が
A
M
m

く
な
っ
ご
、
総

J

－f
ど
も

の
切
幣
が
つ
ぎ
つ
ぎ
出
て
行
っ
て
、
一
日
川
除
ル
ル
ー
と
過

疎
化
が
澄
ん
で
い
じ
ム
寸
。
過
疎
化
で
は
な
く
、
こ

れ
が
適
疋
続
模
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
。

町
は
笈
災
と
戦
災
で
焼
け
る
ニ
と
が
少
々
く
、

震
災
前
の
建
物
も
か
な
り
残
っ
て
い
ヒ
す
。
佼
牌
、

文
致
問
、
絵
取

f
、
物
ぶ
な
ど
札
時
抗
っ
て
い
、
乞
に
す

江
戸
か
ら
の
い
ろ
い
ろ
な
史
跡

ι筏
っ
て
い
主
す
c

地
域
岳
写
一
民
で
ね
介
し
主
十
コ

写
真
1

校
休
神
社
で
す
。

写
真

2

3
初
は
修
デ
旅
行
山
畑
山
川
政
枯
め
だ
っ
た
の

を
、
外
聞
出
人
向
け
の
街
に
し
て
繁
出
世
し
て
い
主
す
り

写
真
3

小
さ
な
パ
ン
屋
さ
ん
で
、
明
治
の
縫
物

で
す
。
樹
木
も
残
っ
て
い
主
す
ニ
の
地
域
は
、

由
緒
あ
る
れ
い
守
、
が
一

C
Cぐ
ら
い
あ
り
、
府
行
中
墓

地
も
あ
り
ま
す
。
路
地
が
残
っ
て
い
て
、
皆
が
大

事
に
使
っ
て
い
る
公
共
ス
ペ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。

写
真
4

二

0
0寺
前
の
寺
の
土
塀
で
す
。

写
真

5

震
災
直
後
に
で
き
た
似
し
桁
造
り
の
酒

臼
店
さ
ん
で
す
。
〈
主
席
崎
明

ν

て
マ
ン
シ
ョ
ン
に
な
る

と
こ
ろ
合
、
殺
だ
け
壊
し
て
、
ブ
ァ
サ

i
ド
は
保

存
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
す
ハ

3 



写
真
6

ブ
リ
キ
ロ
尽
き
ん
や
鍛
縫
殺
さ
ん
が
あ
り

ま
す
。
織
人
の
手
仕
事
や
町

E
場
な
ど
が
多
い
所

で
す
。
コ
廿
州
恨
千
い
で
は
、
い
ろ
い
ろ
な
生
菜
、

お
米
出
店
さ
ん
、
お
熊
餅
山
崎
さ
ん
、
お
方
寸
M

也
記
一
ん
、

幅
削
日
出
さ
ん
、
和
前
米
子
燥
さ
ん
な

v～
の
特
集
を
し
て

い
主
す
。
ど
ん
な
こ
と
に
謀
び
悩
み
な
が
ら
、
そ

こ
で
生
き
て
き
た
の
か
と
い
う
特
集
、
あ
ろ
い
は

私
た
ち
の
町
に
往
ん
で
い
た
夏
目
激
布
、
中
森
鴎
外
、

樋
口
山
菜
、
石
井
料
相
ゐ
ヤ
の
特
集
も
し
て
い
主
す
。

ま
た
、
ラ
ン
ド
マ

i
ク
と
い
い
ま
す
か
、
山
中
古
が

知
っ
て
い
て
大
事
に
思
っ
て
い
る
も
の
、
例
え
ば
、

な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
鐙
染
川
や
谷
中
の
五
返
塔
、

そ
う
い
う
も
の
も
調
べ
て
載
せ
主
し
た
。

雑
誌
を
説
ん
で
、
人
が
見
学
に
や
っ
て
く
る
よ

う
に
な
り
、
町
の
人
た
ち
は
、
吉
、
ほ
付
た
近
代
化

に
遅
れ
た
町
、
だ
？
と
閉
山
っ
て
い
た
よ
う
な
の
で
す
が
、

大
切
な
も
の
に
気
づ
い
て
、
い
ろ
い
ろ
な
活
動
が

生
ま
れ
主
し
た
。
建
築
家
や
都
市
デ
ザ
イ
ン
の
方

た
ち
が
、
「
谷
中
学
校
一
と
い
う
の
を
つ
く
っ
て
、

建
替
の
初
談
や
保
念
、
還
を
も
っ
と
楽
し
く
す
る

計
画
合
し
て
い
ま
す
。

写
真
7

谷
中
小
学
校
は
、
町
並
み
に
合
っ
た
和

風
に
出
結
晶
甘
え
ら
れ
主
し
た
。
兇
叫
子
者
が
多
い
の
さ
、

入
口
の
ム
闘
に
休
め
る
場
所
合
つ
く
っ
て
、
そ
こ
に

大
名
時
計
十
ゼ
皿
住
い
て
い
よ
、
す
。

写
真
8

際
業
す
る
お
同
川
口
出
段
さ
ん
の
建
物
を
借

り
て
現
代
炎
術
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
し
た
も
の
で
す
。

写
真
9

路
地
の
必

m
の
小
さ
な
渋
色
で
す
。

写
真

ω
地
下
水
、
品
開
水
、
か
あ
っ
て
、
金
魚
、
ヤ
ホ

テ
イ
ア
オ
イ
を
育
て
て
い
ま
す
。

上
野
の
不
忍
地
は
、
術
博
の
遺
構
で
す
ぐ
私
た
ち

は
不
忍
治
の
地
下
総
車
場
縫
設
反
対
渓
動
や
縫
物

の
保
存
運
動
に
も
か
か
わ
っ
て
い
ま
す
コ

写
真
打
…

0
0呼
、
…
一

C
C仰
げ
の
家
、
か
祁
絞
で

手
掛
附
さ
れ
る
と
、
土
地
の
真
ん
中
に
路
地
合
つ
け

て
、
ミ
一
一
同
開
発
の
建
売
伎
宅
、
が
態
設
さ
れ
ま
し
た
。

写
糞
ロ
町
の
北
口
い
方
の
と
こ
ろ
へ
行
っ
て
、
伝

承
や
昔
の
こ
と
か
｝
聞
い
て
地
図
に
落
と
し
て
い
ま

寸
ヲ写

真
日
係
符
し
た
民
家
で
す
o

下
町
風
俗
史
料

館
の
付
設
展
ぷ
場
と
し
て
、
公
開
閉
さ
れ
て
い
ま
す
c

写
真
付
東
京
釈
で
す
c

壊
す
と
い
う
の
で
、
私

た
ち
も
保
存
遥
動
に
か
か
わ
っ
て
い
ま
す
。

写
真
何
年
に
二
度
、

N
0
2
の
制
制
定
を
は
官
で
や

っ
て
い
ま
す
。
級
か
い
メ
ッ
シ
ュ
で
、
自
分
た
ち

の
吸
っ
て
い
る
笠
気
の
誠
査
を
し
て
い
ま
す
。

写
真
怜
井
戸
水
の
鱗
笠
で
す
。
弁
一
戸
が
多
い
の

で
、
水
質
を
簡
単
に
住
民
が
調
ら
べ
ら
れ
る
キ
ッ

ト
を
考
え
て
も
ら
っ
て
、
子
ど
も
た
ち
と
い
っ
し

ょ
に
調
査
を
し
て
い
ま
す
。

写
真
打
こ
の
よ
う
な
立
派
な
民
家
は
、
大
体
マ

ン
シ
ョ
ン
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
「
最
近
、
丈
化

財
指
定
で
は
な
く
て
、
地
域
の
も
の
を
大
事
に
残

そ
う
と
い
う
登
録
文
化
財
制
度
が
で
き
ま
し
た
o

v

一
れ
は
そ
の
働
き
か
け
を
し
て
い
る
建
物
で
す
。

写
古
品
川
奏
楽
堂
は
明
治
一
…
三
年
に
で
き
た
日
本

最
古
の
コ
ン
サ
ー
ト
ホ
ー
ル
で
す
。
壊
さ
れ
る
か

移
築
さ
れ
る
か
で
し
た
が
、
保
存
送
致
が
巾
だ
っ
て

4 

残
っ
て
い
ま
す
り
私
た
ち
は
、
門
川
日
本
日
市
十
円
の
オ
ル

ガ
ン
安
保
存
す
る
手
伝
い
を
し
主
し
た
。

こ
れ
で
、
私
の
地
域
と
活
動
の
総
介
を
終
わ
り

ま
す
。
あ
と
は
三
人
の
方
に
存
分
に
お
話
い
た
だ

き
ま
し
J
う。

写真1

写真2

写真3

写真4
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明
こ
こ
は
牛
込
、

神
楽
坂
』

4盛J合

本
内
川
明
治
以
降
い
い
繁
栄
し
た
神
楽
坂
よ
り
、

千
円
の
的
人
文
化
約
な
も
の
に
間
側
、
心
な
持
つ

J

い、
ξ

し
た
が
、
森
さ
ん
た
や
り
の
『
符
桜
子
い
に
比
四
れ
、

バ
ブ
ル
が
は
じ
け
た
同
明
、
笹
川
ぷ
に
も
効
め
を
や
め

て
、
地
域
誌
を
始
め
主
し
た
。
こ
う
し
て
「
あ
あ
、

自
分
の
ま
ち
が
あ
る
一
と
気
付
い
て
か
ら
は
、
発

見
の
連
縦
で
し
た
c

例
え
、
は
、
神
本
市
坂
を
新
し
い

闘
で
見
た
と
き
、
こ
ん
な
要
素
が
浮
か
び
上
、
が
っ

て
き
た
の
｝
紹
介
し
て
み
主
し
E
う。

写真 1

写
真
1

江
戸
三
十
六
兇
附
の
つ
、
牛
込
見
附

御
門
の
ふ
州
内
、
、

J
R
飯
山
川
橋
脚
帆
一
内
山
の
左
手
に

あ
り

E
す
〉
こ
の
光
が
江
戸
城
に
通
じ
て
い
て
、

い
は
対
側
が
一
神
奈
坂
下
勺
す
。
明
治
生
ま
れ
の
方
の

ぷ
々
、
は
、
%
は
御
門
に
水
戸
も
あ
っ
て
、
向
こ
う

＼
わ
く
と
き
は
ぺ
見
附
う
ち
主
で
い
と
い
う
一
け
い

ん
会
し
て
い
た
井
一
〉
で
す
c

写
真
2

紳
楽
援
の
冬
景
色
で
す
。
坂
下
か
ら
地

下
鉄
東
関
線
の
神
楽
波
紋
主
で
約
七

C
C
メ
i
ト

ル
が
商
店
街
勺
j
、
戦
災
に
遭
っ
た
の
で
い
ま
あ

る
建
物
は
全
郊
戦
後
の
も
の
で
す
。

写
真
3

紳
索
以
一
μ
呂
織
が
多
く
、
こ
れ
は
一
一
ニ

。
年
続
い
て
い
る

F

ソ
な
ぎ
の
活
で
、
γ
。

写
真
4

知
名
ミ
ス
タ
ー
神
楽
坂
。
ま
ち
の
生
き

字
引
引
の
よ
う
な
援
物
の
名
絡
の
に
日
一
郊
で
、
洋
服

は
一
積
も
持
っ
て
い
必
い
と
い
う
方
で
す
。

写
真

5

日
比
仲
間
け
だ
淀
川
M
Z
で
j

出
掛
町
の

寺
谷
か
ら
こ
ニ
に
移
っ
て
き
た
際
、
門
前
の

6
 

張
り
の
植
木
擦
が
絡
に
き
た
の
が
神
楽
坂
の
お

緩
い
い
の
始
上
り
と
い
わ
れ
て
い
去
す
明
治
の
半

ば
頃
か
ら
昭
和
初
期
に
か
け
て
は
、
タ
十
H
に
な
る

と
惑
を
巡
ノ
行
止
め
に
し
て
、
通
り
の
間
側
に
い
浅
川
日

夜
店
が
並
び
：
つ
ま
り
歩
行
者
一
人
間
山
や
夜
応
の

は
し
り
で
、
ん
滋
娩
大
変
な
人
的
だ
っ
た
と
か
。
花

柳
界
を
ひ
か
え
て
い
た
の
で
士
山
宥
さ
ん
と
す
れ
違

う
こ
と
も
あ
り
、
男
性
は
僻
置
付
け
納
の
匂
い
に
絢

を
ー
と
き
め
か
し
た
と
か
。
文
土
や
文
化
人
も
多
く

－A7
げ
は
誰
そ
れ
を
見
か
け
た
」
と
い
う
の
が
話

題
に
な
っ
た
そ
う
で
す
。

写
真
6

こ
こ
は
牛
込
と
い
う
地
名
の
も
と
に
な

っ
た
守
込
氏
の
成
城
跡
で
区
の
史
綴
に
な
っ
て
い

主
す
。
こ
の
お
寺
は
光
照
寺
と
い
い
、
江
戸
時
代
、

神
田
か
ら
こ
の
跡
地
に
移
っ
て
き
主
し
た
。
仏
像

や
石
油
併
な
ど
の
文
化
財
の
ほ
か
、
一
部
に
は
出
羽

松
山
落
石
泊
井
家
の
五
心
に
も
及
ぶ
巨
大
な
墓
お

群
も
あ
り
、
隠
れ
た
名
所
と
な
っ
て
い
ま
す
。

[I~ 

写真2

写真5

写真3

写真4



写
真
7

中
段
の
一
切
、
群
潟
の
大
胡
か
ら
き
た
大

飢
え
こ
こ
判
授
の
中
川
一
氏
ゆ
か
り

ω赤
城
神
社
で
、

こ
こ
は
氏
J
が
多
く
、
秋
祭
り
い
い
け
い
域
内
に
減
反

が
礼
状
び
お
村
山
間

ιた
く
さ
ん
山
山
ご
級
hu
い
上
ナ
ー

写
真
8

神
楽
肢
の
ト
ル
dr
し
ろ
さ
は
、

i
k
通
り
が

ら
一
第
一
入
っ
た
レ
一
こ
ろ
に
別
世
界
が
あ
む
こ
と
七

す
。
州
問
え
ば
、
出
比
川

wm様
の
ム
伎
の
検
ー
の
印
字
＼
に

は
、
こ
ん
な
料
心
紛
が
ひ
か
え
て
い

i
す
、
ふ
八
M
M

写真6

は
、
よ
く
作
家
た
ち
が
こ
も
っ
て
仕
事
会
し
て
い

乙
拡
飢
で
、
川
い
れ
い
次
飲
料
は
、
夜
さ
ん
の
制
仰
木

J

ゼ
こ
こ
て
品
川
い
て
い
た
の
だ
と
か
ハ

写
真
ヨ
迷
路
め
い
た
こ
ん
な
絡
も
あ
り
主
す
。

写
真
泊
二
山
上
む
に
い
た
泉
鋭
校
、
か
ひ
い
き
に

L
7
い
た
ぷ
い
時
的
泌
さ
ん
が
始
め
た
料
ん
叩
♂
、
い

し
ょ
、
：
、
！
J

、通
2

；
：
、
：
一

け；
f
μ
γ
l
U
A
F
泊
ベ
ペ
て
し
ー
す

写
真
け
こ
、
れ
は
械
と
は
対
照
的
な
木
肌
在
活

写真7

写真11

写真8

か
し
た
洗
い
出
し
の
塀
で
す
が
、
そ
の
後
、
壊
さ

れ
、
マ
ン
シ
ョ
ン
に
な
り
ま
し
た
。
料
亭
街
に
も

と
ル
化
の
波
が
押
し
寄
せ
て
い
ま
す
c

写
真
怜
お
疋
凡
、
日
本
綬
突
の
山
一
五
弘
引
さ
ん
ナ
ザ
）
見

か
け
ま
し
た
。
い
ま
神
楽
坂
に
は
五
口
数
名
の
士
山

殺
さ
ん
が
い
て
、
料
亭
私
一
…
三
杯
、
あ
り
ま
す
。

写
真
日
花
柳
界
関
係
の
新
年
会
の
日
、
急
に
常

が
降
っ
て
き
て
、
帰
り
が
け
、
岩
い
芸
者
さ
ん
の

こ
ん
な
一
瞬
を
カ
メ
ラ
に
と
ら
え
ま
し
た
。
者
物

を
汚
さ
な
い
た
め
に
、
な
ん
の
で
ら
い
も
な
く
パ

ッ
と
や
っ
た
小
気
味
よ
さ
。
そ
こ
で
一
旬
。

「
潔
〈
械
を
か
ら
げ
て
雪
の
坂
」

写
糞
川
門
前
に
お
兇
せ
し
た
、
毘
沙
門
天
前
の
石

田
宜
の
横
丁
で
、
和
と
洋
の
対
照
が
お
も
し
ろ
い
と

こ
ろ
で
す
。
右
手
は
、
大
き
い
宵
を
出
す
と
お
静

か
に
と
ぬ
設
さ
れ
る
、
古
総
で
静
か
な
漉
の
店
。

そ
の
向
か
い
は
、
フ
ァ
ン
ス
人
が
や
っ
て
い
る
そ

ば
粉
の
ク
レ
ー
プ
の
肢
で
す
っ

写

真

待

機

rに
は
こ
ん
な
イ
タ
リ
ア
料
躍
の
店

を
は
じ
め
、
ト
ル
コ
料
壊
、
モ
ロ
ツ
コ
料
理
な
ど

エ
ス
ニ
ツ
ク
系
の
店
も
附
唱
え
て
き
と
し
た
。
戸
｝
う

い
う
店
は
日
本
的
な
主
ら
に
も
結
構
と
け
こ
ん
で
、

繁
盛
し
て
い
る
よ
う
で
す
。

写
真
情
神
楽
坂
に
平
行
す
れ
ν

灯
時
子
抜
で
寸
。
坂

の
片
側
一
帯
は
オ
フ
ィ
ス
ゾ

1
ン
に
な
り
ま
し
た

が
、
反
対
燃
の
二
倍
は
、
料
一
平
や
一
品
川
帆
刻
字
…
、
お

AN数
U
〈
込
山
総
の
店
、
が
点
在
す
る
レ
…

F

い
ん
で
、
こ
こ

で
も
新
引
が
お
も
し
ろ
い
対
比
を
見
せ
て
い
主
す
。

写
真
行
こ
の
笈
に
、
「
ま
ち
に
飛
び
だ
し
た
美

写真9写真12

フ



術
館
と
い
う
催
し
を
や
っ
た
際
、
地
先
の
フ
ォ

ト
関
係
の
九
一
H
引
が
ふ
小
ス
ダ
l

在
も
と
に

rシ
ャ
ツ

を
つ
く
っ
ご
ヅ
レ
セ
／
ト
［
ご
く
れ
ま
し
た
。

写
真
治

F

一引いけ
M
r
て

ω
イ
ベ
ン
ト
で
、
私
た
ち
牛

込
相
川
安
部
と
他
民
心

7
斗
ミ
年
ャ
ツ
ηノ
ー
が

i
～州市、

つ
円
出
仏
九
九
の
後
援
で
ノ
れ
い
と
し
た
。

七
（
い
い

C
メ
ー
ト
ル
に
及
ぶ
坂
道
一
函
に
口

j
ル

ベ

i
ハ
！
会
殺
さ
ぷ
め
、
み
ん
な
で
絵
在
描
い
た

の
で
す
が
、
こ
の
べ
；
パ
ー
は
、
地
元
の
紙
を
断

裁
す
ろ
会
社
が
、
無
料
で
捻
供
し
て
く
れ
と
し
た
ヘ

写真13写真16

紙
の
数
き
諸
め
は
、
口
i
l
ル
ベ
！
ハ

i
の
芯
に

念
総
パ
イ
ブ
J
h
r

一
過
し
一
に
人
勺
ω門
川
測
な
叫
刊
i

？
リ
、
紙

を
繰
り
出
し
、
別
の
人
え
ち
日
次
々
ガ
ム
一

γ
i
ブ

？
川p
泡
し
、
河
川
村
ベ
議
洗
い
ハ
ケ
ツ
ム
ゼ
附
出
資
し
求

し
た
。
こ
の
ピ
さ
川
川
ア
ユ
ミ
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
や
っ

て
い
る
銭
円
前
市
熱
心
熱
ぶ

L
J
ω
ι
協
力
し
て
く
れ
之

上

町

二

わ

f
J
J
i
I
K
添
削
議
長
ぺ
一
七
と
ハ
〕

；

i

1

：

J

7

1

2

i

i

 

ぶ
が
保
っ
て
く
れ
た
も
の
で
す
。

川
畑
く
時
間
は
…
待
問
と
し
ま
し
が
、

人
れ
の
人
が
ム
必
一
服
し
て
く
れ
ま
し
た
。

写真14

す
ご
か
っ

8 

た
の
は
子
ど
も
た
ち
で
、
緩
や
手
に
も
絵
の
具
を

塗
っ
た
り
し
て
大
喜
び
。
見
て
い
た
人
た
ち
も
絵

筆
や
カ
ラ

i
マ
ジ
ッ
ク
を
渡
す
と
、
す
く
描
き
始

め
て
、
皆
さ
ん
日
々
に
お
も
し
ろ
か
っ
た
と
一
一
諮
っ

て
く
れ
ま
し
た
ο

惜
明
帥
隅
同
期
間
同
は
鈍
か
っ
た
の
で
す

が
、
み
ん
な
が
カ
を
合
わ
せ
れ
ば
こ
ん
な
こ
と
も

で
き
る
の
か
と
震
え
る
思
い
で
し
た
。
絵
は
、
ほ

し
い
人
に
は
分
け
、
あ
と
は
や
む
な
く
処
分
し
ま

し
た
が
、
絵
を
観
賞
す
る
時
間
刷
会
も
う
け
れ
ば
よ

か
っ
た
な
ど
の
反
省
も
あ
り
ま
す
。

写真15

写真17

写真18



立
以
蔵
野
か
ら
』

野
口
抱
紀
子

犯
は
、
小
べ
一
ハ
サ

wr市
い
の
地
校
総
七
山
フ
ア
ル
仁

ち
は
小
合
判
片
〕
ル
）
fn
引
山
や
っ
て
、
六
年
院
に
エ

リ
ア
ル
）
山
仏
、
げ
、
手
小
バ
践
例
川
か
ら
い
と
改
題
し
ま
し

た
地
域
以
、

t
H
W
N
1
小
わ
－
江
川
、
昭
世
間
辺
り
で
、

大
体
、
中
央
線
身
内
ハ
N

中
に
、
一
的
武
線
と
京
王
線
、

問
中
・
織
布
、
北
小
川
小
川
？
な
ど
二
…

i
…
一
一
一
市
が

対
象
で
す

松
川
川
、
同
附
心
ー
か
h

リ
小
寺
井
に
、
新
住
民
と
し
て

川
引
っ
越
し
て
き

I
ー
し
た
ー
早
川
会
つ
く
り
、
子
育

て
な
始
め
ヒ
し
た
が
、
的

f
り
に
、
も
一
昨
を
知
ら
な

ぃ
。
血
縁
、
地
縁
、
社
也
悼
の
な
い
と
こ
ろ
で
、
一

体
こ
の
向
は
ど
ん
川
ヘ
i
f
乞
～
九
一
ノ
μ

川ω
っ
た
こ
と
が
、

続
一
州
、
つ
く
り
の
さ
ノ
か
り
、
、
J
興
味
の
ま
ま
に

つ
く
っ
て
き
℃
、
丸
、
ぶ
つ
け
ば
八
年
、
と
い
う

わ
け
で
す
L

小
金
井
桟
れ
の
林
吹
さ
ん
が
、
ー
東
京
人
』
に

一ト

L
t咋
η
ト
主
主
主
ご
J

↑
j
ハ
り
ふ
M
K
f
J

ご
ろ
も

／

づ

一

コ

（

一

J

〆

〈

l

（

J

P

L

｝

i
j

七
し
た
。
叶
ト
ホ
ホ
～
の
町
川
マ
j
、
が
、
そ
の
う
ち

一
ウ
フ
ブ
一
と
な
る
と
こ
ろ
が
い
っ
ぱ
い
あ
り
ま

す
。
そ
の
こ
と
、
が
、
雑
誌
づ
く
り
の
励
み
に
な
り

ま
す
。日

万
況
を
お
け
凡
せ
し
ま
す
の
で
、
地
域
在
イ
メ
ー

ジ
し
て
く
だ
さ
い
。

写
真

1

野
川
の
夜
明
け
で
す
。
野
川
一
帯
は
地

形
L
L
、
国
分
寺
山
川
線
と
名
付
け
ら
れ
、
出
線
部
は
、

ハ
ケ
と
呼
ば
れ
、
東
京
都
が
保
存
し
て
い
ま
す
。

も
う
一
口
数
年
、
私
は
こ
の
あ
た
り
に
住
ん
で
い

ま
す
。

写
真

2

寒
い
冬
の
朝

温
度
表
で
朝
霧
が

写蒸3

ま
す
。
川
川
は
阪
か
ら
一
束
へ
、

多
欧
州
川
仁
パ
い
で
い
上
サ

写
真
3

公
川
附
の
中
を
ふ
山
川
刊
い
ろ
野
川
、
す
こ
ニ

ト
jm

じ
1

1

J

ャ

ツ

f
レ
ア
リ
勿
ぺ
＼

c
一、ノ
J
け
L

よ
b

右
未
定

y
Y
一
y

，KV
R
ぷ

U

こ

f

i
’

｝

ょ

ん

V
」

H
l
v
i
t
hい
の
阿
川

訂
以
で

L
た
森
の
鼠
〈
に
地

l
点
ぷ
ワ
問
、
色
、
き
れ

い
し
ぼ
流
れ
を
つ
く
っ
て
い
ろ
の
ご

j

J
此
絞
軒
目

か
ら
a
と
い
う
名
前
は
、
こ
う
い
う
尖
し
い
胤
設

が
あ
ち
こ
ち
に
あ
っ
た
か
ん
で

i

写
真

4

比
例
水
ひ
ろ
ば
の
秋
山
胤
設
で
j

写
真

5

野
川
川
の
界
で
す
初
川
谷
で
、

frど
も

た
ち
の
遊
び
場
の
会
を
や
っ
＼
い
る
友
人
が
、

一
世
田
谷
で
は
、
…
つ
の
家
の
保
存
運
動
に
凶
マ
い

八
背
し
て
い
る
と
い
う
の
に
、
こ
こ
は
す
ご
い
ス

八
！
ス
ー
一
と
感
心
し
て
い
ま
し
た
。

写
真
6

や
は
り
、
空
が
広
い
と
い
う
感
じ
で
す
。

今
日
の
出
席
者
四
人
の
な
か
で
、
私
だ
け
が
抽
四
万

出
身
者
で
す
。
上
京
し
て
、
四
谷
に
住
ん
ヴ
い
た

の
で
す
、
が
、
土
の
あ
る
暮
ら
し
ゃ
一
求
め
ご
、
小
金

井
に
終
ち
着
き
ま
し
た
。

そ
し

Jι
山
川
に
川
流
れ
て

・t; 

写真4

写糞5
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写
真
7

野
川
公
隠
の
め
託
で
す
。
述
足
や

写
生
会
が
あ
り
ま
す
（
武
蔵
野
か
ら
い
山
部
内

時
仁
、
エ
日
ソ
ア
各
地
の
公
開
問
ウ
ア
ン
ケ
ー
ト
を
取

り
ま
し
た
ぎ
外
だ
っ
た
の
は
、
反
木
部
独
歩
約

吋
武
蔵
野
ι
一
十
町
山
知
ら
な
い
人
が
ほ
と
ん
ど
で
し
た

武
威
眠
円
以
、
バ
絞
野
市
の
名
前
だ
と
思
っ
て
い
る

方
が
多
く
、
…
成
総
野
か
ら
ら
は
、
－
そ
れ
は
武

線
野
市
の
雑
誌
で
す
か
一
と
問
聞
か
れ
ま
し
た
。

写
真
8

こ
の
写
段
以
緑
町
内
げ
れ
行
神
井
の

J
1
3

池
で
す
r

杉
並
の
径
一
抑
制
J
j
池
、
そ
し
て
弁
の
一
誠
一
抽
出

が
武
緩
野
一
二
大
鴻
水
池
で
す
。

写
真
9

凶
分
寺
の
経
線
干
の
震
後
の
池
に
続
く

お
騰
の
道
で
す
多
麻
原
の
お
地
の
湯
水
を
集
め
て

流
れ
る
小
さ
な
州
、
か
全
る
と
こ
ろ
に
あ
り
ま
す
。

独
歩
の
吋
武
蔵
野
k

仁
、
式
成
脱
出
土
町
歩
く
の

に
道
に
迷
う
の
会
怖
れ
で
は
い
け
作
怖
い
」
と
い
う

の
が
あ
り
ま
す
が
、
主
主
に
、
ど
つ
ら
に
歩
い
て

も
次
々
に
発
日
ん
が
あ
り
主
寸

写真6

創
刊
号
の
一
紙
ヒ
コ

1
キ
…
機
に
、
森
さ
ん
か

ら
小
さ
な
メ
ツ

L

ピ
｜
ン
在
い
た
だ
き
ど
し
た
。

「
か
つ
て
千
駄
木
も
林
町

L
ぷ
誠
野
で
し
た
。
少

し
だ
け
残
っ
た
大
木
を
眺
め
な
が
ら
、
は
る
か
な

と
こ
ろ
に
恩
い
在
約
ぜ
て
い
虫
、
す
一
と
書
い
で
く

だ
さ
い
ま
し
た
が
、
ヌ
の
武
滋
野
の
イ
メ
ー
ジ
で

あ
る
雑
木
林
は
後
汲
気
味
で
す
と
た
、
内
武
線

好
か
ら
い
の
キ
ヤ
ソ
ず
つ
ヒ
い
い
、
↓
ギ
ャ
ロ
ッ

プ
東
京
三
分
の
叫
し
と
い
う
の
が
あ
り
土
ー
す
。
東

一
爪
判
仙
の
人
口
の
↓
一
分
の
は
武
減
刑
山
、
多
府
岸
地
区

に
あ
っ
て
、
高
山
穣
は
半
分
、
東
京
へ
行
く
の
と
奥

多
僚
主
で
行
く
の
と
が
ほ
ぼ
田
川
じ
距
離
、
崎
拍
車
国
民

も
向
じ
ぐ
ら
い
な
の
で
す
》

写
真
叩

J
R
m出
立
釈
で
す
。
武
裁
野
地
域
の
棄

ん
中
を
、

J
R
中
央
線
、
が
走
っ
て
い
て
、
官
口
祥
寺

か
ら
立
川
ま
で
高
架
に
な
る
予
定
で
す
。
ニ
の
悼

加
加
を
何
と
か
武
線
野
ら
し
い
も
の
に
し
た
い
と
、

一
グ
リ
ー
ン
ネ
ッ
ク
レ
ス
構
想
合
れ
ち
包
て
、

写真8

宝'l'.Jlえ1

ハυ

ζ
よ
ち
づ
く
り
大
研
究
い
を
始
め
主
し
た
、
立
此

蔵
野
小
山

L
P
の
…
一
、
一
二
月
号
マ
泌
上
ン
ン
ボ

シ
ウ
ム
を
し
て
い
ま
す
。

写
真
刊
こ
の
モ
ノ
レ
ー
ル
は
四
再
編
成
で
、
武

蔵
野
、
多
燦
地
区
在
南
北
に
怠
っ
て
い
去
す
が
、

町
と
の
違
和
感
は
あ
り
主
せ
ん
。

J
R
中
央
線
は

一
心
再
編
成
で
、
震
車
が
ラ
ザ
ノ
シ
斗
時
に
は

P

一分

に
一
本
定
り
主
す
。

写
真
問
モ
ノ
レ
ー
ル
の
工
事
中
の
潟
架
橋
で
す
。

「
多
摩
は
何
、
が
い
ち
ば
ん
き
れ
い
で
す
か
」
と
開
聞

か
れ
る
と
、
「
夕
日
一
と
い
う
ふ
う
に
皆
さ
ん
お

っ
し
ゃ
い
ま
す
。

写
真
叩
写
真
は
ス
ペ
イ
ン
の
古
い
町
で
す
が
、

口
！
？
時
代
の
水
道
機
や
、
中
国
で
は
万
票
の
長

城
が
文
化
遺
産
と
し
て
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
フ
ラ

ン
ス
で
は
シ
ャ
モ
ニ

1
1
1
1
1

モ
ン
プ
ラ
ン
駅
が
ほ
っ
と

で
き
る
た
た
づ
ま
い
な
し
て
い
ま
す
し
、
デ
ン
マ

ー
ク
の
、
ア
ン
デ
ル
セ
ン
の
生
地
、
オ
デ
ン
セ
駅写真10

写真9



の
前
は
広
い
緑
の
公
泌
？

rn

吋
グ
リ
ー
ン
ネ
ッ
ク
レ
ス
伸
明
想
」
で
、
い
ろ
ん

な
方
に
話
会
う
か
、
が
っ
て
い

t
y
o
「口

i
？
の

時
代
に
は
、
構
造
物
は
観
光
俊
一
似
だ
っ
た
－
と
開

き
ま
し
た
。
で
も
い
七
九
は
、
出
情
造
物
と
い
う
と
反

対
漣
致
、
か
起
き
た
り
し
去
、
一
。
こ
れ
は
ど
う
い
う

こ
と
、
だ
ろ
う
か
う
っ
て
与
え
て
い

E
す。

写
真
付
ニ
ュ

i
ヨ
！
ク
海
外
の
住
宅
地
は
、
ほ

と
ん
ど
塀
は
な
い
そ
う
で
す
。
一

J

グ
リ
ー
ン
ネ
ッ

ク
レ
ス
拙
刑
判
山
一
を
思
い
つ
い
た
の
は
、
ガ

i
デ一一

ン
グ
と
も
関
係
し

tfオ
ブ

υ
ソ
ク
の
塀
を
生
け

山
引
に
、
と
い
っ
た
ニ
と
も
た
め
て
で
す
。
町
を
ウ

オ
ッ
チ
ン
グ
し
た
と
き
に
、
燃
が
汚
い
と
い
う
印

象
が
あ
っ
た
の
で
す
。
む
し
い
風
景
、
が
湖
り
に
あ

る
の
に
、
家
殺
み
は
き
れ
い
と
は
一
づ
け
え
な
い
。

写
真
向
こ
れ
は
へ
ン
ナ
で
、
立
川
駅
北
側
の
湾

問
批
判
さ
れ
た
術
以
寸
つ
ノ
ア

l
レ
立
川
」
に
あ
り
ま

す
。
町
に
ア
！
ト
を
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
で
つ
く

ら
れ
ま
し
た
。
邸
内
外
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
た
ち
の

作
品
が
集
ま
っ
て
い
ま
す
。

写
真
情
こ
れ
も
そ
の
一
つ
で
、
ユ
ー
モ
ア
が
あ

ワ
て
、
だ
ま
し
絵
み
た
い
で
、
「
お
や
ワ
い
と
閉
山

い
ま
す
。
こ
れ
ら
な
ブ
ロ
デ
ナ
1
ス
さ
れ
た
北
川

フ
ラ
ム
さ
ん
は
、
い
ま
、
新
潟
で
…
ア

i
ト
ネ
ッ

ク
レ
ス
構
想
」
を
や
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。
一
グ
リ

ー
ン
ネ
ッ
ク
レ
ス
熔
恕
～
は
、
そ
こ
か
ら
…
名
前
を

拝
借
し
た
の
で
す
。
「
グ
リ
ー
ン
ネ
ッ
ク
レ
ス
と

い
う
の
は
、
ア
メ
リ
カ
の
ボ
ス
ト
ン
に
も
あ
る
ん

だ
よ
」
と
い
う
情
報
も
い
た
だ
き
主
し
た
。
そ
れ

も
地
域
の
設
相
慨
を
大
事
に
す
る
市
民
の
運
動
が
発

展
し
、
定
着
し
て
い
っ
た
そ
う
で
す
c

以
上
が
「
武
蔵
野
山
ら
』
の
バ
ッ
ク
ボ
ー
ン
に

な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
写
炎
、
イ
ラ
ス
ト
、

さ
ま
ざ
主
な
情
報
は
い
つ
も
周
辺
か
ら
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。
地
域
の
そ
う
い
う
機
能
の
あ
る
方
に

支
え
ら
れ
て
、
一
日
一
歩
、
で
や
っ
て
い
ま
す
。

写真14写真15写真16

写真12

写真13
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円
町
雑
誌

千
住
』

大
里予

惜
順
子

私
た
ち
の
場
合
は
、
特
に
千
住
の
ソ
フ
ト
尚
会

ご
紹
介
し
た
い
の
で
す
。

千
伎
は
、
小
さ
な
エ
リ
ア
の
小
さ
な
町
で
す
。

い
ま
は
な
く
な
っ
て
し
ふ
ぶ
っ
た
ら
し
い
も
の
、
な

く
な
っ
て
し
ま
っ
た
な
ど
と
い
う
こ
と
も
知
ら
な

い
で
、
ど
こ
に
で
も
一
あ
る
も
の
と
思
っ
て
い
た
も

の
、
何
か
ほ
の
ぼ
の
と
し
た
千
住
独
特
の
温
か
さ

を
、
一
一
一
分
ほ
ど
の
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
に
し
て
あ
り

ま
す
の
で
、
見
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

こ
の
ビ
デ
オ
に
は
タ
イ
ト
ル
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

強
い
て
つ
け
る
と
「
路
地
」
だ
と
、
こ
れ
を
つ
く

っ
た
宗
大
生
の
大
会
い
ず
ほ
さ
ん
が
言
っ
て
い
ま

す
の
こ
う
い
っ
た
何
か
し
み
じ
み
、
ほ
の
ぼ
の
し

た
も
の
が
釘
プ
ー
チ
の
人
に
は
た
ま
ら
な
い
魅
力

な
の
だ
そ
う
で
す

千
什
ば
に
は
近
、
一
棟
以

t
の
裁
が
時
間
っ
て
い
て
、

「
綴
の
向
い
と
祝
日
計
れ
て
い
主
す
が
、
強
い
て
…
ヨ

え
ば
蔵
の
あ
る
町
：
こ
か
、
阿
隠
れ
た
械
の
問
と
い
う

感
じ
で
す
ご
く
ご
く
詩
通
の
町
で
、
江
戸
期
か

ら
昭
和
に
か
け
て
の
古
い
蔵
を
、
壊
さ
刊
す
に
活
回
出

し
て
い
る
の
で
す
。

グ
ル
ー
プ
の
名
前
は
、
、
子
什
山
・
町
’

r
ルハ
A

－

探
検
問
郎
」
と
言
い
ま
す
。
内
町
雑
誌
千
住
h

の

努
／
打
け
の
ほ
か
に
、
ぺ
総
研
究
会
」
と
い
う
お
動
も

し
寸
い
主
す
の

今
年
の
…
口
汚
か
ら
一
一
月
末
に
か
け
て
、

「
千
伎
な
ぞ
な
ぞ
殺
め
ぐ
り
一
と
い
う
減
安
探
検

す
る
ウ
ォ

i
ク
ラ
リ

i
イ
ベ
ン
ト
去
や
り
主
し
た
c

そ
の
な
か
で
、
芸
大
の
学
生
さ
ん
た
ち
が
ー
路
上

ア
i
ト
展
結
」
を
問
問
い
て
く
れ
ま
し
た
。
お
ポ
ナ
一
冗

に
お
配
M

り
し
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
あ
る
路
地
の
写

真
は
、
ダ
ン
ボ
ー
ル
で
つ
く
っ
た
ピ
ン
ホ

i
ル
カ

メ
ラ
で
繰
っ
た
も
の
で
す
。
若
い
人
た
ち
の
見
た

千
住
と
い
う
の
、
が
、
実
に
新
鮮
な
感
じ
で
、
う
れ

し
い
と
問
符
に
、
こ
う
い
う
見
え
方
も
あ
っ
た
の

か
と
、
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

千
伎
は
、
東
京
二
三
区
の
右
上
、
足
立
区
に
あ

り
ま
す
。
足
立
区
は
一
一
形
、
な
し
て
い
る
の
で
す
が
、

千
住
は
ち
ょ
う
ど
そ
の
裂
の
部
分
に
あ
た
り
ま
す
乙

江
戸
時
代
は
「
武
州
千
住
宿
」
と
一
一
言
む
れ
て
い
ま

し
て
、
江
戸
へ
の
人
口
と
し
て
随
分
緩
や
か
だ
っ

た
よ
う
で
す
。
千
住
安
越
え
去
す
と
、
す
っ
か
り

農
村
地
帯
に
な
っ
て
し
ま
い
主
す
。
足
立
区
と
言

え
ば
千
伎
と
、
鳥
取
返
ま
で
言
わ
れ
て
き
た
地
域
で

」ヲ

ち
ょ
う
ど
隅
田
川
と
渋
川
に
す
っ
ぽ
り
と
間
阻
ま

れ
て
い
て
、
島
で
す
c

私
が
子
ど
も
の
こ
ろ
は
、

「
島
国
、
日
同
日
間
い
と
－
ま
わ
れ
て
い
ま
し
た
し
、
そ

う
思
っ
て
い
ま
し
た

3

縫
か
に
内
同
何
回
閥
的
性
格
と
特

12 

徴
在
持
っ
て
い
主
す
。
ど
こ
へ
一
げ
く
に
も
川
川
を
渡

っ
て
、
僑
L

佐
渡
つ
「
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
地

域
だ
っ
た
の
で
す
。
で
す
か
ら
、
時
計
の
出
り
方

が
世
の
中
と
ち
ょ
っ
と
逢
っ
て
い
て
、
の
ん
び
り

し
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
こ
そ

h
年

前

は

遅

れ

た
町
一
と
か
一
首
わ
れ
て
い
た
の
が
、
位
相
即
木
川
約
に
今
、

大
変
い
い
町
と
い
う
ふ
う
に
詳
伍
さ
れ

F

＼
や
っ

と
時
代
が
追
い
つ
い
て
き
た
と
い
う
感
じ
な
の
で

す。
こ
の
雑
誌
を
始
め
た
き
っ
か
け
は
、
全
く
突
然

で
慌
た
だ
し
か
っ
た
の
で
す
。
何
年
か
前
に
大
阪

か
ら
千
住
に
且
川
機
友
斗
エ
J

さ
ん
が
引
っ
滋
し
て
き

ま
し
た
。
彼
女
は
、
お
一
位
綴
燥
さ
ん
が
あ
る
、
廃

合
を
山
引
い
て
い
る
お
じ
さ
ん
が
い
る
、
そ
う
い
う

こ
と
が
大
変
気
に
入
っ
て
、
し
か
も
、
そ
れ
ら
が

失
わ
れ
つ
つ
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
、
地
元
の
ま
ち

づ
く
り
に
参
加
し
た
い
が
、
ど
う
い
う
方
法
が
あ

る
だ
ろ
う
か
、
と
相
談
安
受
け
た
の
で
す
。
古
い

町
で
す
か
ら
、
新
し
く
入
っ
て
き
た
人
が
町
づ
く

り
に
参
加
す
る
の
は
、
そ
れ
は
そ
れ
は
大
変
な
こ

と
で
す
。
そ
れ
で
、
私
、
が
「
例
え
ば
、
地
域
雑
誌

会
つ
く
る
と
か
、
そ
う
い
っ
た
こ
と
も
い
い
ん
じ

ゃ
必
い
の
」
と
諮
問
し
ま
し
た
ら
、
あ
る
日
、
突
然

そ
れ
が
「
地
域
雑
誌
を
始
め
る
こ
と
に
な
り
主
し

た
…
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
寸
。

私
に
は
地
域
雑
L

誌
の
知
識
は
あ
り
主
せ
ん
で
し

た
ν

と
て
も
お
も
し
ろ
い
町
だ
と
い
う
こ
と
、
か

つ
て
地
域
雑
誌
が
い
く
つ
か
出
た
の
で
す
が
、
二

号
、
二
日
サ
で
消
え
て
し
主
う
ー
そ
の
繰
り
返
し
を



見
て
い
ま
し
た
か
ら
、
ゃ
る
の
は
大
変
、
続
け
る

の
も
大
変
、
や
る
の
だ
っ
た
ら
総
り
な
く
て
は
窓

味
、
か
な
い
と
随
分
J

けい

k
し
た
。
始
め
る
に
あ
た

っ
て
、
メ
ン
バ
ー
の
山
引
に
地
元
民
が
い
な
い
の
で

す
。
結
局
、
唯
一
の
地
一
ん
比
三
い
う
こ
と
で
私
が

参
加
し
主
し
た
。
そ
し
て
深
入
り
し
て
し
主
い
主

し
た
。本

刊
の
つ
も
り
で
出
し
始
め
た
の
で
す
が
、
点
以

口
氏
、
が
ボ
一
ワ
ン
一
ア
ィ
ア
と
い
う
、
不
ツ
ク
も
あ
っ
て
、

盛
年
で
八
口
す
し
か
出
て
い

l
せ
ん
。
次
号
の
準
備

は
ほ
と
｝
～
ど
で
き
て
は
い
る
の

2
す
が
、
な
か
な

か
前
に
進
ん
で
お
り
主
せ
ん

今
主
で
は
…
附
山
口
、
こ
れ
は
賢
い
や
す

い
値
段
で
す
ム
ー
を
泌
主
な
い
人
に
気
楽
に
読
ん

で
、
も
ら
い
に
い
と
い
う
け
は
的
が
あ
り
去
し
た
。
で

す
か
ら
、
普
段
本
泌
さ
ん
に
行
か
な
い
人
で
も
手

に
と
れ
る
上
う
に
撚
山
に
も
置
い
て
い
た
だ
く
形

を
と
り
ま
し
た

し
か
し
、
け
）
内
と
い
う
倣
段
が
逆
に
ネ
ッ

ク
に
な
っ
て
、
地
比
以
外
の
本
山
町
さ
ん
で
は
授
い

て
も
ら
え
な
い
の
で

1

本
と

L
て
認
め
て
も
ら

え
な
い
の
で
す
次
り
か
ら
は
、
へ

i
ジ
数
合
構

や
し
て
一
一
け
刊
に
し
て
、
本
尽
さ
川
に
も
即
位
い

て
も
ら
っ
て
、
広
く
地
域
以
外
の
い
点
に

ι読
ん
で

も
ら
お
う
思
っ
て
い
ヒ
す

『
町
雑
誌
子
μ
い
い
戸
で
は
、
い
ろ
い
ろ
な
批
判
然

を
組
ん
で
貯
金
紹
介
在
し
て
い
主
主
が
、
釘
の
別
個

か
さ
と
、

r
れ
を
持
続
さ
せ
る
司
｝
と
を

P
R
し
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
れ

地域雑誌の比較

地域雑誌名 谷中・根津千駄木 ここは牛込、神楽坂 武蔵野から

！不199定6期年瓦刊it行7子正一寸: 畠lj引j 1984年 1994＇手 1981年

発行回数 ZJ'三刊i 不定期刊行 隔月刊行

仮発設行部数
400円 400 Pl 100 Pl 200～300円

10 000部 5、oooItri 45,000昔日 5,C J~ 音日

版j型頁 AS半lj・48～ 56頁 AS判・72頁 BS判変形・36頁 AS判・21～45実

河Jl出i 1色オフセッ i 表紙カラー カブー 2色

スタップ数 1人 1入 5人 2ノ、

組織形態 有限会社 線人経営 NPO ボランチィア
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討
論

鱒
長
く
続
け
る
秘
訣

。
森
こ
れ
で
大
体
四
つ
の
町
の
特
性
が
お
分
か

り
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。
地
域
は
違
い
こ
そ
す

れ
、
問
題
、
苦
労
、
喜
び
な
ど
、
共
通
点
と
遠
う

夜
、
が
、
い
く
つ
か
浮
き
彫
り
に
な
っ
て
き
主
し
た
。

各
地
域
雑
誌
の
特
徴
を
炎
に
し
て
二
二
ペ
ー
ジ

に
載
せ
て
あ
り
ま
す
。
そ
れ
会
見
ま
す
と
、
『
武

蔵
野
か
ら
』
が
い
ち
ば
ん
長
く
続
い
て
い
ま
す
が
、

そ
の
秘
訣
を
ま
、
す
は
お
伺
い
し
て
み
ま
寸
。

O
野
口
多
分
、
続
け
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
思

わ
な
か
っ
た
か
ら
で
す
。
ス
タ
ッ
フ
も
含
め
て
、

移
動
性
の
高
い
町
で
、
一
八
年
で
、
…
口
七
号
と

い
う
こ
と
に
私
も
び
っ
く
り
し
て
い
ま
す
。

O
立
壁
す
ご
い
で
す
ね
。
こ
ち
ら
は
も
う
疲
れ

て
、
ピ
ー
ク
在
滋
ぎ
た
と
い
う
感
じ
で
す
。

O
大
野
後
れ
た
と
え
ば
、
私
た
ち
も
疲
れ
き

っ
て
い
主
す
。
続
け
る
た
め
の
工
夫
、
が
、
一
切
さ

れ
て
い
な
い
士
主
、
立
ち
上
っ
て
し
主
っ
た
も
の

で
す
か
ら
。

聞
編
集
と
い
う
作
業

O
森
ど
う
や
っ
て
編
集
し
て
形
に
す
る
か
に
つ

い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
c

O
野
口
私
は
間
昭
如
二
一
一
一
年
生
土
れ
で
、
そ
の
こ

ろ
女
性
、
が
仕
事
在
す
る
と
い
う
の
は
主
だ
珍
し
か

っ
た
時
代
で
し
た
。
私
と
も
う
一
人
、
根
本
裕
子

が
最
初
か
ら
か
か
わ
っ
て
い
る
の
で
す
、
が
、
雑
誌

づ
く
り
は
初
め
て
だ
っ
た
の
で
す
。
そ
う
い
う
意

味
で
は
ブ
ロ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
贈
り
に
教
え

て
く
だ
さ
る
方
、
ア
ド
バ
イ
ス
し
て
く
だ
さ
る
方

が
大
勢
い
ま
し
て
、
助
け
ら
れ
て
や
り
ま
し
た
。

O
立
壁

私
は
コ
ピ

i
ラ
イ
タ

i
で
す
が
編
集
の

14 

経
験
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
だ
、
コ
ン
セ
プ

ト
を
丘
て
た
り
い
い
と
こ
ろ
を
探
す
こ
と
に
は
慣

れ
て
い
た
か
な
と
患
い
ま
す
。
で
、
雑
誌
は
毎
回

特
集
を
総
み
、
あ
と
は
連
載
も
の
や
決
ま
っ
た
コ

ラ
ム
や
読
者
の
投
稿
機
な
ど
を
設
け
て
い
主
す
。

編
集
は
最
初
か
ら
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
の

D
T
P

に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま
し
た
。
創
刊
号
は
知
人
の
指

導
を
受
け
な
が
ら
つ
く
り
、
そ
の
後
は
相
俸
の
女

性
が
が
ん
ば
っ
て
い
い
校
事
を
し
て
く
れ
て
い
ま

す
。
た
だ
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
ト
ラ
ブ
ル
も
多
く

こ
の
夏
は
ウ
イ
ル
ス
に
や
ら
れ
て
大
変
で
し
た
。

。
大
野
私
も
編
集
は
素
人
で
、
そ
れ
が
結
果
的

に
よ
か
っ
た
と
怠
っ
て
い
ま
す
が
。
間
じ
く
一
一
三

年
生
ま
れ
で
、
そ
の
こ
ろ
は
女
性
の
デ
ザ
イ
ナ
ー

は
ほ
と
ん
ど
い
な
く
て
、
女
性
や
子
ど
も
、
あ
ら

ゆ
る
ジ
ャ
ン
ル
の
企
鶴
と
か
デ
ザ
イ
ン
と
か
な
手

が
け
て
い
ま
し
た
。
そ
の
延
長
で
、
ブ
ッ
ク
デ
ザ

イ
ン
や
、
文
章
宏
書
い
た
り
と
、
近
い
こ
と
は
し

ま
し
た
、
が
、
雑
誌
、
ま
し
て
版
下
制
作
ま
で
と
な

る
と
、
や
は
り
非
常
に
苦
労
を
し
ま
す
。

。
野
口
何
か
し
た
い
と
き
、
お
金
な
払
っ
て
習

い
事
を
し
ま
す
。
州
問
え
ば
、
カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ

ー
や
資
格
を
得
る
た
め
に
学
校
に
行
く
と
か
。
で

も
、
私
た
ち
は
町
を
使
っ
て
竿
判
明
日
し
て
い
る
と
い

う
意
識
が
高
い
。
内
武
蔵
野
か
ら
』
の
編
集
に
傍

わ
っ
て
、
そ
の
後
、
も
っ
と
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ

ル
な
世
界
に
入
っ
た
人
は
大
勢
い
ま
す
。



測
な
ぜ
地
域
雑
誌
に
は
女
性
が
多
い
の
か

O
森
切
）

F

」
で
、
世
代
、
就
職
、
女
伎
と
い
う
問

題
、
か
似
て
き
ま
し
た
。
な
ぜ
女
性
が
地
域
雑
誌
を

や
る
の
で
し
ょ
う
か
む

O
野
口
そ
れ
は
、
男
の
人
が
か
か
わ
る
に
は
、

汀
ノ
ス
ク
が
多
す
ぎ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

地
域
雑
誌
は
そ
う
簡
単
に
性
業
に
は
な
り
主
せ

ん
。
難
し
い
で
す
〉

m
M
転
車
操
業
で
す
っ
お
金
は

か
な
り
集
め
て
去
す
が
、
そ
の
分
は
ほ
と
ん
ピ
印

刷
と
製
作
費
に
加
で
い
き
ま
す

J

生
業
と
す
る
た

め
に
働
い
て
い
る
の
で
は
な
く
て
、
雑
誌
づ
く
り

の
た
め
に
集
ま
っ
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
り
主
す
。

O
大
野
そ
れ
は
あ
る
か
も
し
れ
な
い
の
で
す
が
、

女
は
粘
る
、
ニ
だ
わ
り
と
い
〉
の
が
あ
り
ま
す
。

そ
う
い
う
意
味
で
、
向
い
て
い
る
の
で
は
な
い
か

と
思
い
ま
す
。

そ
れ
に
、
通
常
、
女
性
は
苅
る
場
が
少
な
い
。

悶
刀
は
天
下
回
家
を
論
じ
る
け
れ
ど
も
、
女
は
も
っ

と
身
近
な
と
こ
ろ
一
で
、
友
は
す
ご
い
重
要
な
問
題

、
が
あ
る
の
だ
と
い
う
の
を
、
身
を
も
っ
て
知
っ
て

い
る
。
だ
か
ら
、
本
当
に
訴
え
た
い
と
い
う
気
持

が
強
い
と
思
う
の
で
す

f

ぞ
れ
が
原
動
力
に
な
っ

て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

O
立
壁
私
た
ち
の
と
こ
ろ
に
は
、
た
ま
た
ま
フ

リ
ー
で
、
執
筆
や
綴
影
を
は
じ
め
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

ー
に
も
強
い
男
性
の
助
っ
人
が
二
人
い
ま
す
。

。
森
男
性
の
協
力
者
が
多
い
と
い
う
点
で
は
、

私
た
ら
の
と
こ
ろ
も
同
じ
で
す
。

い
わ
ゆ
る
タ
ウ
ン
誌
と
言
わ
れ
る
も
の
に
は
、

男
性
の
経
常
ぽ
も
多
い
の
で
す
。
出
版
社
を
辞
め

て
タ
ウ
ン
誌
を
始
め
る
方
、
例
え
ば
、
月
刊
『
日

本
機
』
の
上
林
さ
ん
は
、
確
か
河
出
主
圏
第
に
い
た

方
で
す
。

た
だ
、
男
性
の
場
合
、
タ
ウ
ン
誌
を
拡
大
し
た

り
、
チ
ェ
ー
ン
化
し
よ
う
と
す
る
こ
と
が
多
い
、

そ
う
す
る
と
、
こ
の
町
、
が
好
き
だ
か
ら
、
こ
の
防

で
も
っ
と
よ
り
楽
し
く
住
ん
で
い
き
た
い
か
ら
、

地
域
雑
誌
を
つ
く
る
と
い
う
、
私
た
ち
の
ス
タ
ン

ス
な
ど
と
は
か
な
り
違
っ
て
き
主
す
。

一
つ
の
お
店
か
ら
、
暖
簾
会
な
ど
で
五
万
円
ず

つ
の
会
費
を
一
一

C
C店
集
め
れ
ば
、
そ
れ
だ
け
で

月
の
上
が
り
が
一
心

C
C
万
円
で
す
。
十
分
、
経

営
と
し
て
成
り
立
ち
ま
す
が
、
私
た
ち
の
場
合
そ

う
は
い
か
な
い
と
い
う
と
こ
ろ
、
が
ミ
ソ
と
い
う
か
、

悲
し
い
と
い
う
か
。

掴
仲
間
づ
く
り

O
森
仲
間
づ
く
り
に
つ
い
て
お
話
く
だ
さ
い
。

。
立
壁
一
レ
イ
ア
ウ
ト
と
表
紙
そ
や
っ
て
い
る
女

性
、
が
忙
し
く
な
っ
て
、
い
ま
専
従
は
一
人
で
す
が
、

近
く
に
か
つ
て
の
仕
事
仲
間
同
が
い
て
、
い
ろ
ん
な

か
た
ち
で
参
加
、
協
力
し
て
く
れ
ま
す
c

み
ん
な

神
楽
坂
が
貯
き
で
、
仲
間
に
は
恵
ま
れ
て
い
ま
す
。

た
だ
、
プ
ロ
で
忙
し
い
人
た
ち
な
の
で
、
あ
ま
り

拘
束
せ
ず
、
楽
し
み
な
が
ら
ー
日
闘
に
参
加
し
て
も

ら
え
る
よ
う
に
と
思
っ
て
い
主
す
。

O
野
口
専
従
は
三
人
、

あ
と
は
ー
助
っ
人
で
す
。

多
閥
単
に
は
大
学
、
が
多
い
の
で
、
学
生
が
実
習
で

毎
一
段
や
っ
て
き
ま
す
。
昨
年
以
一
人
で
し
た
泡

分
た
ち
の
興
味
が
そ
の
点
主
形
に
な
り
主
す
か
ら
、

殺
し
く
な
る
よ
う
で
す
。

手
伝
う
人
が

A

人
で
ず
o

r

一、

。
森
『
谷
根
千
』
は
、
二
一
人
が
一
応
専
従
ス
タ

ア
ブ
で
す
が
、
こ
の
例
年
か
は
、
私
が
ほ
か
の
仕

事
が
忙
し
く
な
っ
て
怠
け
て
い
る
の
で
、
二
人
が

専
従
と
い
う
感
じ
で
す
c

O
大
野
私
た
ち
の
と
こ
ろ
は
、
何
と
な
く
集
ま

っ
た
人
た
ら
と
い
う
感
じ
で
す
。
メ
ン
バ
ー
の
多

く
は
、
雑
誌
部
門
以
外
の
蔵
探
検
と
か
町
歩
き
と

か
を
主
な
活
動
に
し
て
い
主
す
。
出
入
り
自
治
と

い
う
、
フ
ァ
ジ
ー
な
と
こ
ろ
が
よ
い
と
集
ま
っ
て

き
ま
す
。
ス
タ
ッ
フ
の
ほ
と
ん
ど
は
、
千
伎
以
外

の
人
た
ち
で
、
そ
の
辺
が
ち
ょ
っ
と
ネ
ッ
ク
で
も

あ
り
ま
す
が
お
も
し
ろ
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

瞳
組
織
形
態
・
経
営

O
森
私
た
ち
は
有
限
会
社
と
い
う
形
に
し
て
い

ま
す
。
や
は
り
一
万
部
に
な
る
と
、
印
刷
ロ
燥
さ
ん

に
も
き
ち
ん
と
仕
事
に
し
て
も
ら
わ
な
い
と
い
け

必
い
、
銀
行
と
の
付
合
い
も
あ
り
ま
す
か
ら
。
当
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時
は
、

X
P
O
と
い
う
考
え
方
が
定
者
し
て
い
な

か
っ
た
の
で
、
さ
ら
ん
と
浪
り
ね
み
を
一
継
続
主
せ

て
い
く
た
め
い
ふ
有
限
会
れ
に
し
た
の
で
す
。

好
き
で
い
灼
め
と

ω
て
、
ゎ
ト
八
の
妓
ぎ
を
つ
ぎ
込
り

わ
り
に
は
い
か
な
い
舵
洗
い
や
校
友
の
ア
ル
バ

イ
ト
も
し
と
し
た
隙
剛
聞
が
払
え
る
よ
う
に
務
力

去
し
ま
し
た
ノ
ソ
、
な
い
1

…
、
労
性
が
い
つ
主

で
も
参
入
で
き
な
い
分
貯
に
仰
は
り
去
す
か
ら
。

ス
タ
ッ
フ
の
労
働
出
市
川
州
は
い
ご

7
3れ
て
い
ま
す

、4
0

ふ川
MO

野
口
何
と
か

μ
引
の
い
が
令
が
似
せ
る
と
い
い

の
で
す
が
、
ー
刊
J

寸
前
で
終
ち
符
い

T
い
ま
す
。

初
期
の
ス
タ
ッ
プ
に
バ
銀
〆
什
O
L
が
い
て
、
週

…i
二
日
出
て
き
て
級
相
怖
を
i
T
っ
て
く
れ
て
い
ま

す。
み
ん
な
の
気
持
バ
、
仕
事
。
か
守
汀
仙
の
中
心
に
な

る
の
は
民
お
例
え
ば
、
収
入
在
約
や
す
た
め
に

時
間
を
取
ら
れ
て
、
家
庭
や
子
ど
も
に
一
定
以
上

の
犠
牲
在
強
い
る
わ
げ
に
は
い
か
な
い
、
と
。

O
立
登
ス
タ
ッ
フ
に
は
、
友
浅
俗
的
桁
で
す
が
雑

誌
発
行
後
に
渡
す
よ
う
に
し
て
い
ま
す

υ

あ
と
、

連
載
を
お
縦
い
し
て
い
る
方
に
も
、
そ
の
お
度
、

わ
ず
か
な
が
ら
お
支
払
い
し
て
い
ま
す
。
た
だ
や

り
く
り
が
た
い
へ
ん
で
、
会
社
会
｝
や
っ
て
い
る
方

に
は
お
礼
と
し
て
広
告
念
出
さ
せ
て
い
た
だ
い
た

り
、
雑
誌
十
ぜ
た
く
さ
ん
ほ
し
い
方
に
は
現
物
支
給

と
い
う
湯
合
も
あ
り
ま
す
。

。
大
野
現
住
は
全
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
だ
け
で

は
、
無
理
に
な
っ
て
き
て
い
る
よ
う
に
患
い
ま
す
。

で
す
が
、
本
の
会
社
合
つ
く
ろ
う
と
す
る
と
、

ま
、
す
、
利
益
を
追
及
し
ま
す
。
ベ
イ
で
き
な
い
よ

う
な
ら
、
ま
っ
た
く
違
う
片
仮
名
の
タ
ウ
ン
誌
約

な
も
の
に
せ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。

私
た
ち
は
結
果
的
に
そ
の
よ
う
に
な
ら
な
く
て

よ
か
っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
し

舟
橋
友
斗
子
さ
ん
の
白
川
主
が
雑
誌
の
綴
集
家
合

名
乗
り
、
私
の
自
宅
が
発
行
え
と
い
う
こ
と
に
し

て
、
メ
ー
ル
や
フ
ァ
ッ
ク
ス
が
行
き
交
い
ま
す

U

事
務
所
を
持
っ
て
い
ま
せ
ん
一
、
人
に
は
、
一

S
O

H
O
で
す
、
流
行
に
敏
感
な
の
で
す
」
と
か
言
っ

て
い
る
の
で
す
が
。

一
冊
出
す
と
、
読
者
や
マ
ス
コ
ミ
か
ら
、
そ
れ

に
対
す
る
い
ろ
い
ろ
な
問
問
い
合
せ
が
き
て
、
そ
の

対
応
、
だ
け
で
も
大
変
で
す
。
と
に
か
く
専
任
の
ス

タ
ッ
フ
が
い
な
い
と
成
り
忠
た
な
い
の
で
は
な
い

か
。
生
半
可
に
趣
味
で
や
っ
て
い
る
、
道
楽
で
や

っ
て
い
る
と
い
う
わ
け
に
は
い
き
ま
せ
ん
し
、
ラ

イ
タ
ー
も
カ
メ
ラ
マ
ン
も
、
イ
ラ
ス
ト
レ
！
タ
ー

も
、
多
く
の
人
た
ち
が
こ
の
地
域
が
お
も
し
ろ
い

と
い
う
こ
と
で
参
加
し
て
く
れ
て
は
い
ま
す
が
、

そ
の
辺
も
き
ち
ん
と
し
々
け
れ
ば
い
け
な
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。
で
す
か
ら
、
課
題
は
山
積
み
で
す
。

経
営
の
現
状
は
、
雑
誌
の
売
上
げ
と
会
員
収
入

で
、
や
っ
と
印
刷
刷
代
、
フ
ィ
ル
ム
代
、
紙
焼
き
代

の
実
費
だ
け
を
賄
っ
て
い
ま
す
。

内
部
で
の
交
通
費
、
通
信
品
質
、

備
品
な
ど
は
白

己
負
担
に
な
り
ま
す
。

何
と
か
し
な
く
て
は
、

ぷ

υ

長
く
続
け
る
に
は
、
い
ま
、

と
考
え
て
い
る
の
で
す
が
。

O
野
口
私
た
ち
は
絞
常
的
な
こ
と
を
ほ
と
ん
ど

考
え
ず
に
や
っ
て
い
け
て
い
る
の
を
不
思
議
に
患

っ
て
い
ま
す
。
最
初
は
我
が
家
の
食
卓
、
が
禰
集
テ

ー
ブ
ル
で
し
た
c

い
ま
で
は
、
火
き
な
お
金
、
が
動

い
て
は
い
る
の
で
す
が
、
お
か
ら
左
で
す
。
平
一
犯

に
残
る
場
合
も
ホ
ン
ト
に
小
さ
い
。
そ
の
小
さ
さ

と
気
持
の
大
き
さ
を
合
わ
せ
る
と
N
P
O
と
な
る

ん
で
す
ね
。
法
人
化
を
考
え
て
い
る
最
中
ぞ
す
。

税
務
署
か
ら
「
事
業
形
態
」
に
つ
い
て
問
い
合

わ
せ
が
あ
っ
た
り
、
訪
ね
て
来
ら
れ
る
こ
と
も
数

回
あ
り
ま
し
た
。
こ
と
締
か
く
一
説
明
す
る
の
で
す

が
、
首
を
か
し
げ
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。



鷹
雑
誌
と
地
域
運
動

O
森
町
の
似
性
も
、
設
か
れ
た
状
況
弘
、
成
り

立
ち
の
経
緯
も
逮
う
か
ら
、
九
十
札
ぞ
れ
の
ト
作
り
方

が
あ
っ
て
い
い
と
思
う
の
で
j
が
、
例
ス
ば
、
活

動
、
が
先
に
あ
っ
て
、
そ
れ
J

バ
九
段
誌
が
山
山
）
、
い
く

と
い
う
の
も
あ
り
主
す
ぷ
動
山
郎
ハ
刀
と
線
ぷ
の

部
分
を
ど
う
は
出
切
る
か
は
耕
地
し
い
悶
縦
一
J
j
r
k
ね。

O
大
野
そ
う
で
す
ね
雑
誌
を
つ
く
る
以
外
に
、

イ
ベ
ン
ト
な
y
み
よ
も
多
く
の
時
間
を
授
や
し
主
す
。

自
分
の
仕
事
も
、
日
版
小
限
、
し
ム
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

結
局
、
徹
夜
続
き
で
何
時
間
ハ
ソ
コ
ン
の
前
に

向
か
っ
て
い
る
よ
う
伐
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。

。
森
私
た
ち
は
、
機
誌
部
門
と
市
民
活
動
に
一

応
分
け
て
い
ま
す
。
事
務
所
は
活
動
の
会
合
に
使

わ
れ
ま
す
し
、
会
合
に
は
、
私
た
ら
も
参
加
し
て

い
ま
す
が
、
雑
一
誌
は
雑
誌
で
や
る
と
い
う
ス
タ
イ

ル
で
す
。

飽
食
官
邸
の
一
却
は
ど
こ
か
ら

。
森
片
っ
端
か
ら
見
る
、
繍
べ
る
と
い
う
の
は
、

地
域
雑
誌
の
一
つ
の
方
法
だ
と
思
い
ま
す
。
つ
ま

り
、
近
代
的
な
知
と
い
う
か
、
体
系
的
に
考
え
て
、

抽
象
化
し
分
類
し
て
い
く
と
い
う
の
で
は
な
く
て
、

地
面
の
上
安
片
っ
端
か
ら
誠
べ
て
い
く
。
そ
う
い

う
こ
と
、
が
で
き
る
の
は
、
地
域
雑
誌
な
ら
で
は
と

思
う
の
で
す
が
、
企
闘
は
ど
う
や
っ
て
つ
く
ら
れ

主
す
か
。
ど
ん
な
企
瞬
、
が
人
気
、
か
あ
り
ま
し
た
か
。

O
野
口
ネ
タ
だ
け
は
因
ら
な
い
で
す
ね
。

東
京
に
は
地
畑
山
が
結
情
あ
っ
て
、
そ
の
戯
一
到
の

一
…
一
一
か
…
阪
は
全
部
多
摩
に
あ
る
の
で
す
。
そ
れ

で
、
「
も
う
飲
玄
ず
に
い
な
れ
な
い
／
多
機
ほ
ろ
一

酔
紀
行
一
と
い
う
、
意
外
で
お
も
し
ろ
い
特
集
を

燃
し
ま
し
た
。

ま
た
、
竹
間
開
け
ゴ
マ
、
ア
ウ
ト
ド
ア
一
と
か
、

「
そ
れ
行
け
摘
出
泉
い
の
特
集
で
は
、
滋
門
口
ポ
や
銭
湯

へ
片
つ
織
か
ら
入
り
ま
し
た
。
銭
湯
は
だ
ん
だ
ん

少
な
く
な
っ
て
い
る
の
で
す
、
が
。
い
ま
、
私
た
ち

の
問
で
、
い
ち
ば
ん
ホ
ッ
ト
な
ニ
ュ
ー
ス
は
、
深

大
寺
に
煽
泉
が
湧
い
た
こ
と
で
す
。
野
川
の
ハ
ケ

治
い
に
あ
る
料
理
燥
さ
ん
の
内
風
呂
で
、
制
制
活
問
十
ゼ

五
C
C門
で
開
放
し
て
い
ま
す
c

多
燈
や
武
蔵
野
の
熔
で
で
き
る
東
京
浅
の
野
菜

を
特
集
し
よ
う
と
、
何
日
も
、
あ
わ
こ
わ
と
出
か

り
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
そ
ん
な
と
き
、
大
箆

を
お
み
や
げ
に
い
た
だ
い
た
り
す
る
の
で
す
。

が 友 柿 O
しすが森
寸ニ 。

す｛可衡私
。か萄た
おがち
布なも
施つよJ
でた米
生とや
き持お
てつ菓
いて子
る来
とて白
いく分
うだの
J惑さ庭
じいで

O
大
野
餅
菓
子
特
集
を
や
っ
た
と
き
に
、
取
材

に
回
っ
た
ス
タ
ッ
フ
は
、
体
重
が
五
キ
ロ
グ
ラ
ム

も
増
え
た
と
っ
て
い
ま
し
た
c

O
立
愛

私
た
ち
も
ご
執
築
い
た
だ
い
た
方
や
読

者
か
ら
仲
仰
や
り
ん
ご
な
ど
を
い
た
だ
き
主
す
。

企
自
に
関
し
て
は
、
池
域
叫
日
時
4
V
｝
始
め
る
前
、
商

店
会
の
人
か
ら
「
我
々
も
新
聞
間
の

k
う
な
も
の
や
）

出
し
て
い
た
け
れ
ど
、
ネ
タ
は
あ
去
り
な
い
で
す

よ
」
ど
三
7

お
れ
主
し
た
c

で
も
ち
ょ
っ
と
調
べ
て

…
心
年
分
の
ネ
タ
は
あ
る
な
と
感
じ
主
し
た
。
事

実
、
企
到
に
は
国
間
り
主
せ
ん
し
、
何
か
の
テ

1γ

で
始
め
る
と
予
定
し
て
い
た
何
倍
も
の
こ
と
が
わ

か
っ
て
く
る
。
こ
の
泰
は
、
読
売
新
翻
か
ら
日
本

画
の
鍛
木
清
方
の
展
覧
会
合
す
る
と
い
う
案
内
を

も
ら
い
、
清
方
は
こ
の
間
仲
間
限
に
い
た
人
な
の
で
、

会
爾
を
急
逮
変
更
し
た
と
た
ん
に
、
あ
る
店
の
ゴ

兄
弟
が
清
方
の
名
磁
の
モ
デ
ル
の
お
孫
さ
ん
だ
と

い
う
情
報
、
が
入
っ
て
き
た
ん
で
す
。
で
す
か
ら
何

か
特
集
を
や
る
と
き
は
事
前
に
「
こ
う
い
う
こ
と

を
や
り
ま
す
一
と
、
周
り
の
人
に
一
言
う
よ
う
に
し

て
い
ま
す
。
た
だ
、
人
気
と
い
う
か
よ
く
売
れ
る

の
は
、
や
は
り
ラ
ン
チ
ガ
イ
ド
な
ど
食
べ
物
情
報

で
す
ね
。
あ
と
「
粋
す
じ
事
情
」
と
い
う
花
柳
界

の
特
集
も
人
気
、
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
女
性
の

企
画
じ
ゃ
な
い
だ
ろ
う
と
警
か
れ
た
り
し
て
。

O
森
私
た
ち
も
、
あ
そ
こ
に
こ
う
い
う
人
が
い

る
よ
と
か
、
何
で
こ
の
企
画
安
や
ら
な
い
の
と
か

と
、
昨
か
ら
も
ら
う
情
報
、
が
多
い
の
で
、
企
隠
に

は
閉
山
り
ま
せ
ん
。

雑
誌
は
双
方
向
性
で
す
か
ら
、
一
方
的
に
思
い

つ
い
て
つ
く
る
の
で
は
な
く
、
企
磁
を
出
し
て
お

く
と
反
榔
す
が
あ
っ
て
資
料
が
も
ら
え
ま
す
ね
。
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O
大
野
絞
史
が
あ
り
、
応
住
民
が
多
い
町
で
す

が
、
狭
い
抽
地
域
な
の
で
、
ネ
夕
刊
川
尽
き
て
し
ま
う

の
で
は
な
い
か
と
心
配
を
し
て
く
だ
さ
い
ま
す
合

ま
た
、
小
さ
な
本
な
の
に
、
か
な
り
突
っ
走
っ

て
議
開
い
て
い
る
も
の
で
す
か
ら
、
鶏
の
よ
う
に

あ
ち
こ
ち
突
っ
つ
い
て
せ
わ
し
な
い
」
と
一
…
…
吊
れ
れ

ま
し
た
。
一
こ
れ
は
映
紛
の
予
告
編
だ
と
田
ゆ
っ
て

く
だ
さ
い
－

2
3
っ
て
い
ま
す
c

金
ぷ
聞
に
H
M一
ナ
る
批
判
も
ク
タ
い
で
す
が
、
ぷ
ほ
し

い
い
と
必
ず
買
わ
れ
ま
す
の

九
兆
廼
は
大
総
に
変
わ
っ
て
し
ま
う
の
が
常
で
、
ず

変
わ
れ
ば
交
わ
る
ほ
ど
、
結
果
的
に
は
お
も
し
ろ

く
な
る
と
慰
め
て
い
ま
す
。
文
京
旦
…
や
写
真
の
大

き
さ
を
の
っ
け
に
決
め
た
り
は
、
絶
対
し
な
い
c

そ
う
い
う
怠
味
で
の
素
人
っ
ぽ
さ
は
ず
っ
と
大
事

に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

磁
体
裁
と
工
夫

O
森
調
べ
た
こ
と
、
知
っ
た
こ
と
を
何
で
も
諮

め
込
み
た
い
と
思
う
せ
い
か
、
ど
の
雑
誌
も
文
字

が
小
さ
い
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。
版
下
づ
く
り
や

汚
字
の
問
題
、
デ
ザ
イ
ン
の
問
題
沿
ど
は
、
ど
の

よ
う
に
さ
れ
て
い
ま
す
か
。

O
野
口
体
裁
は
コ
ン
パ
ク
ト
で
あ
る
こ
と
。
そ

し
て
、
独
自
性
と
読
み
や
す
さ
で
す
ね
。

叫
こ
ん
に
ち
は
小
金
井
』
は
A
玉
粉
で
し
た
が
、

司
武
熊
野
か
ら
』
は

B
五
判
変
形
で
す
。
こ
の
紙

の
と
り
ガ
は
、
ブ
ロ
の
編
集
者
が
ご
」
れ
は
0
・」

と
い
う
ほ
ど
特
別
な
折
り
方
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
細
長
い
形
は
お
店
に
鐙
い
て
も
ら
う
こ
と
な

考
え
て
の
も
の
で
す
。

活
学
は
最
近
少
し
大
き
く
し
て
い
ま
す
。
デ
ザ

イ
ン
的
な
も
の
は
、
一
応
山
市
を
決
め
た
ら
、
そ
の

フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
は
当
分
か
え
ず
に
、
流
し
込
ん
で

い
き
士
す
。

私
た

b
の
周
り
に
は
、
ブ
口
の
編
集
者
や
デ
ザ

イ
ナ
ー
が
い
て
、
よ
く
い
っ
し
ょ
に
仕
事
を
し
ま

す
コ
本
融
制
の
人
た
ち
は
、
私
た
ち
の
ア
マ
チ
ュ
ア

リ
ズ
ム
の
よ
さ
を
、
新
鮮
に
思
う
よ
う
で
す
し
、

私
た
ち
が
、
行
き
詰
ま
っ
た
と
き
に
は
、
手
み
な
貸

し
て
く
れ
ま
す
。

シ
ャ
ツ
ブ
ル
す
る
と
い
う
か
、
浪
、
せ
合
わ
せ
る

こ
と
、
が
で
き
る
の
は
、
地
域
な
ら
で
は
で
す
c

地

域
に
住
ん
で
い
る
か
ら
こ
そ
、
こ
ん
な
こ
と
が
で

き
る
の
で
す
。

18 

O
立
壁
私
の
と
こ
ろ
は
、
レ
イ
ア
ウ
ト
は
グ
ラ

フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ナ
が
や
っ
て
い
ま
す
し
、
編

集
者
、
ラ
イ
タ
ー
、
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
な
ど
の

ブ
口
が
参
加
し
て
く
れ
て
い
ま
す
「
た
だ
、
編
集

の
セ
オ
り

i
も
知
ら
な
い
私
が
編
集
人
、
だ
っ
た
り
、

編
集
者
の
友
人
が
イ
ラ
ス
ト
M
A
P
合
抱
い
た
り

ブ
ロ
が
ア
マ
チ
ュ
ア
リ
ス
ム
で
や
っ
て
い
る
と

い
う
感
じ
も
あ
り
ま
す
。

文
字
は
、
年
配
の
読
者
、
が
多
い
の
に
確
か
に
小

さ
い
で
す
ね
。
文
字
、
が
多
す
ぎ
て
疲
れ
る
よ
と
言

わ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
c

私
が
笠
岡
き
す
ぎ
る
か

ら
で
す
が
、
投
稿
欄
の
文
字
は
最
近
少
し
大
き
く

し
ま
し
た
。

O
森
フ
ヤ
伎
』
も
と
て
も
素
敵
な
レ
イ
ア
ワ
ト

な
の
で
す
が
。
。

O
大
野
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
ね
た
ち
は
、

普
段
本
を
見
な
い
人
に
も
興
味
を
持
っ
て
見
て
ほ

し
い
。
二
色
だ
り
れ
ど
も
、
何
と
か
カ
ラ
フ
ル
に

兇
え
て
ほ
し
い
。
と
に
か
く
克
明
開
き
こ
と
に
、
巨

を
奪
う
も
の
を
載
せ
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
活

字
も
写
真
も
小
さ
い
で
す
か
ら
、
ち
ょ
っ
と
疲
れ

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん

G

次
号
は
り
ニ
ュ
！
ア
ル
し

て
、
ロ
ゴ
も
か
え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

雑
誌
づ
く
り
と
い
う
の
は
初
め
て
で
、
い
つ
も

凶
り
道
を
し
て
い
ま
す

G

一
机
取
の
雑
誌
づ
く
り
と

は
全
然
違
う
や
り
方
で
、
逆
に
、
そ
れ
が
特
徴
と

な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
患
っ
て
い
ま
す
c



聞
広
告
と
配
本

O
森
広
告
は
ど
う
や
っ
て
取
っ
て
い
る
の
か
、

配
本
は
ど
う
し
て
い
る
の
か
を
お
開
き
し
主
す
。

O
野
口
法
本
的
に
は
無
料
で
す
か
ら
、
そ

れ
だ
け
の
広
告
＆
集
め
て
い
主
、
す
。
収
入
は
広
告

費

と

地

域

の

協

償

費

ヴ

寸

ん

は

ね
た
ち
は
以
前
に
、
ー
也
氏
成
問
町
一
以
必
の
川
良
一
爪
U
比

物
い
と
い
う
特
集
在
や
り
ト
に
し
た
〉
武
蔵
野
は
、

東
京
と
ま
た
一
味
逃
亡
ノ
均
域
で
す
か
ら
、
商
売
を

し
て
い
る
方
た
ら
も
、
品
、
れ
な
り
に
何
か
吋
や
っ

て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
」
と
い
う
忠
い
で
絞

体
を
支
え
て
く
れ
て
い
主
十
c

私
た
ち
は
中
身
を

つ
く
り
ま
す
、
時
間
以
衡
は
お
金
合
出
し
て
く
だ
さ

い
と
い
う
、
と
て
も
簡
単
明
瞭
な
仕
組
み
で
す
。

広
告
は
工
リ
ア
の
な
か
で
、
自
分
た
ち
で
手
分

け
を
し
て
取
り
ま
す
。
広
告
が
飛
び
込
ん
で
く
る

こ
と
も
よ
く
あ
り
去
す
。
広
告
も
生
活
の
た
め
の

貴
重
な
情
報
で
す
し
、
取
る
の
で
は
な
く
、
使
っ

て
も
ら
え
る
媒
体
と
し
て
体
を
な
し
て
い
る
か
、

広
く
、
し
っ
か
り
読
ま
れ
て
い
る
か
を
考
え
て
い

ま
す
。
開
閉
じ
広
止
口
壬
に
編
ら
な
い
よ
う
に
も
し
て

い
ま
す
。
広
告
が
棋
と
ら
な
く
て
雑
誌
が
出
せ
な

か
っ
た
こ
と
は
あ
り
主
せ
ん
。

営
業
活
動
は
い
ち
ば
ん
の
取
材
だ
と
思
う
の
で

す
。
町
の
お
金
の
動
き
は
、
以
V

門
業
を
し
て
い
る
と

よ
く
分
か
り
主
す

J

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
変
化
や
、

季
節
、
年
中
行
事
安
見
き
わ
め
て
、
広
告
も
企
濯

で
提
案
す
る
と
、
取
り
や
す
い
で
す
。

配
本
は
、
「
ロ
ザ
ン
ス
ト
ア
い
と
呼
ん
で
い
る

の
で
す
が
、
協
賛
し
て
い
た
だ
く
一
店
一
市
出
に
自

分
た
ち
が
出
向
き
ま
す
。
席
問
応
、
五
も
お
金
を
出
す

だ
け
で
は
な
く
て
、
そ
の
本
を
店
に
山
置
い
て
お
客

さ
ん
に
渡
す
わ
け
で
す
か
ら
、
自
分
た
ち
も
参
加

し
て
い
る
A
Y匂
議
役
持
っ
て
も
ら
う
よ
う
に
し
て
い

ま
す
ひ
作
業
以
引
な
絞
っ
て
い
る
助
っ
人
に
お
綴

い
し
て
い
ま
す
。

。
立
喜
一
私
は
広
告
の
仕
事
会
し
て
い
た
の
に
、

広
告
を
取
る
こ
と
が
い
ち
ば
ん
の
箭
労
に
な
っ
て

い
ま
す
。
出
版
社
な
ど
が
出
し
て
く
れ
で
も
川
今

回
だ
け
の
お
つ
き
あ
い
で
す
一
と
い
う
こ
と
、
か
多

い
し
、
始
め
の
鎖
、
あ
る
縫
設
会
社
に
お
願
い
し

た
ら
一
お
祭
り
で
提
灯
を
出
す
の
で
、
予
算
、
が
あ

り
ま
せ
ん
一
と
合
わ
れ
ま
し
た
。

そ
も
そ
も
商
店
会
が
、
地
問
附
を
メ
イ
ン
に
し
た

「
衿
楽
坂
ニ
ュ

11
ス
－
と
い
う
媒
体
を
持
っ
て
い

る
の
で
、
J

鮒
白
地
は
そ
れ
に
広
告
会
出
し
て
い
ま
す

し
、
広
告
取
り
で
は
か
な
り
苦
戦
し
て
い
ま
す
。

そ
れ
に
こ
ち
ら
も
編
集
で
力
つ
き
、
時
間
、
が
追

っ
て
い
た
り
す
る
と
一
記
事
で
埋
め
て
し
ま
え
一

と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
り
・
c

と
い
う
次
第
で
、
好
意
的
に
出
し
て
く
、
足
さ
る

と
こ
ろ
に
、
い
つ
も
す
、
が
っ
て
い
る
と
い
う
状
態

で
す
。
と
き
に
は
、
あ
る
方
の
ご
紹
介
で
大
手
の

印
刷
会
社
か
ら
年
開
通
し
て
い
た
だ
い
た
こ
と
も

あ
り
ま
す
、
が
、
会
社
が
結
構
あ
る
か
ら
、
広
告
は

大
丈
夫
と
い
う
呂
検
出
比
は
見
事
外
れ
ま
し
た
。

そ
も
そ
も
神
楽
坂
は
そ
の
周
辺
を
い
れ
て
も
エ

リ
ア
と
し
て
は
か
な
り
狭
い
ん
で
「
。
で
｝
こ
は

牛
込
、
神
楽
坂
い
と
い
う
こ
と
で
、
山
山
牛
込
地
区

の
単
一
船
出
辺
り
に
も
近
付
き
た
い
の
マ
す
、
が
、
ま

だ
神
楽
坂
だ
け
で
手
…
杯
と
い
う
状
態
で
す
の

配
本
は
、
神
楽
坂
は
本
隊
一
さ
ん
が
多
い
の
で
本

口
座
さ
ん
が
中
心
に
な
っ
て
き
去
し
た
コ
夜
の
お
店

は
行
く
時
間
も
閉
山
ら
れ
る
し
、
手
が
凶
ら
な
い
こ

と
も
あ
っ
て
、
最
近
は
あ
走
り
お
願
い
し
て
い
ま

せ
ん
。

O
森
私
た
ち
も
夜
の
お
店
に
三
時
ぐ
ら
い
に
行

く
と
、
ま
だ
店
主
は
来
て
な
い
。
七
時
か
八
時
に

行
く
と
、
「
こ
ん
な
忙
し
い
時
に
来
な
い
で
ち
ょ

う
だ
い
」
と
い
う
こ
と
、
が
あ
り
ま
し
た
。

O
大
野
地
元
の
本
墜
さ
ん
以
外
に
、
各
商
店
、

お
肉
墜
さ
ん
や
お
風
呂
段
さ
ん
に
も
震
い
て
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。
一
日
に
全
部
配
本
は
で
き
ま
せ

ん
の
子
ど
も
た

b
も
手
伝
っ
て
く
れ
ま
す
が
、
下

の
子
は
私
、
が
配
本
す
る
自
転
車
の
後
ろ
で
し
が
み

つ
い
て
い
る
と
い
っ
た
状
況
で
す
。
読
者
の
方
、
も
、

「
本
原
さ
ん
で
二
巡
間
前
に
見
た
か
ら
、
そ
ろ
そ

ろ
届
く
だ
ろ
う
」
と
、
周
期
口
以
の
お
風
呂
設
さ
ん
に

買
い
に
来
て
く
だ
さ
る
。
と
い
う
よ
う
な
こ
と
も

あ
り
ま
す
。

広
告
は
取
っ
て
い
ま
せ
ん

r

会
員
総
で
す
c

会

費
奇
い
た
だ
い
て
、
一
…

ccm門
で
頒
布
し
て
い
ま

す
c

立
ち
上
が
り
に
は
、
足
立
区
の
ま
ち
づ
く
り
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公
社
の
λ

ラ
ス
ト
甘
掛
金
か
ら
助
成
在
い
た
だ
き
ま

し
た
。
か
に
均
た
け
い
少
々
い
の
で
ナ
が
、
法
人
会
パ
と

い
う
形
、
も
取
り
と
v
u

た
η

お
作
山
は
お
い
付
合
い
で
よ
仏

安
全
あ
ら
ゆ
ろ
と
戸
一
／
つ
に
山
似
し
ま
す
か
ら
、
さ
ら

に
と
も
一
言
い
に
く
い
じ
お
店
に
雄
総
合
翠
い
て
い

た
だ
く
と
き
は
、
逆
に
こ
ら
ら
が
手
数
料
な
払
っ

て
い
ま
す
。
そ
の
辺
の
こ
と
を
ど
う
す
る
か
も
今

後
の
課
題
で
す
。

掴
仲
聞
の
パ
ワ
！
と
メ
カ
ニ
ズ
ム

。
森
墜
に
ぶ
ち
当
た
っ
て
や
め
よ
う
と

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

'J 

h托

／」

。
野
口
最
初
の
こ
ろ
、
や
め
た
い
と
患
っ
た
こ

と
は
あ
り
ま
す
っ
ム
ウ
は
私
保
身
が
浅
沼
に
な
っ
て

し
ま
っ
た
の
か
、
そ
ん
な
に
動
か
な
く
と
も
よ
く

な
っ
た
の
か
、
ほ
か
の
人
が
新
鮮
に
動
い
て
く
れ

ま
す
。
う
ま
く
数
珠
つ
な
ぎ
に
な
っ
て
い
ま
す
。

家
庭
の
事
情
が
た
い
へ
ん
だ
っ
た
り
す
る
と
、

誰
か
が
順
繰
り
で
カ
バ
ー
し
主
す
ス
タ
ッ
フ
は

そ
れ
ぞ
れ
の
連
れ
合
い
よ
り
も
巨
大
い
時
間
い
っ
し

ょ
に
い
ま
す
の
で
、
間
内
件
叶
の
呼
吸
で
す
コ

O
森
い
ろ
い
ろ
な
事
業
で
、
「
女
の
人
間
土
が

ず
っ
と
い
っ
し
主
に
や
汁
ご
い
て
よ
く
佼
嘩
を
し

ま
せ
ん
ね
一
と
か
言
わ
れ
乙

F

～
し
一
か
あ
も
の
で
す

が
、
そ
う
い
う
の
は
な
い
の
で
ー
か
「

。
野
口

我
慢
し
な
い
で
、

い
ム
口
つ

ガ
ン
ガ
ン

て
い
ま
す
一
υ

あ
あ
、
ま
た
始
ま
っ
た
み
た
い
な
感

じ
で
、
言
い
た
い
こ
と
は
言
っ
て
い
ま
す
。
ぉ
r
i

い
に
、
そ
の
辺
は
分
か
る
よ
う
で
す
c

新
し
く
来

た
人
は
、
こ
う
い
う
行
事
の
仕
方
も
あ
る
の
か
と

び
っ
く
り
し
な
が
ら
も
、
つ
い
て
き
て
く
れ
て
い

ま
す
。

。
大
野
私
は
ず
っ
と
千
住
斉
ち
で
、
相
棒
は
大

阪
育
ら
で
す
。
俗
に
い
う
東
京
文
化
と
大
阪
文
化

の
す
ご
い
逐
っ
て
あ
り
ま
す
ね
。
私
の
、
上
人
が
火

阪
の
出
身
で
す
か
ら
、
大
阪
人
の
考
え
方
や
古
楽

の
使
い
方
、
解
釈
の
仕
方
は
、
か
な
り
身
に
し
み

で
感
じ
て
た
の
で
す
が
、
や
は
り
火
花
が
散
り
ま

す
。
難
し
い
で
す
。
た
だ
、
を
う
や
っ
て
火
花
散

ら
し
た
こ
と
が
い
い
結
果
を
生
め
ば
、
そ
れ
で
よ

い
と
思
っ
て
い
ま
す
に

。
森
子
育
て
と
地
域
雑
誌
の
市
川
立
で
、

頭
、
マ
イ
ナ
ス
の
石
川
が
あ
り
ま
す
か
。

プ
ラ
ス

。
大
野
プ
ラ
ス
阪
は
、
ど
も
の
自
を
通
し
て

町
を
え
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
で
す
ね
。

。
立
壁
デ
ザ
イ
」
ノ
！
の
女
性
は
子
育
て
を
卒
業

し
ま
し
た
し
、
ね
は
シ
ン
グ
ル
で
、
も
う
年
で
す

が
、
殺
が
元
気
な
の
で
や
っ
て
い
ら
れ
ま
す
。

参
加
し
て
く
れ
て
い
る
仲
間
は
は
っ
き
り
も
の

を
言
う
の
で
意
思
の
疎
通
は
し
や
す
い
し
、
何
よ

り
パ
ワ
ー
が
あ
る
の
で
助
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

20 

臨
地
域
雑
誌
は
成
長
す
る

。
森
雑
誌
は
つ
く
っ
て
い
る
人
と
と
も
に
成
長

し
て
い
く
も
の
だ
と
恋
う
の
で
「
私
た
ち
は
子

ど
も
を
産
ん
で
育
て
る
と
い
う
時
期
に
、
ず
っ
と

雑
誌
を
や
っ
て
き
ま
し
た
c

一
一
一
人
で
始
め
た
時
は
、

子
ど
も
は
防
人
で
し
た
が
、
今
は
一
心
人
で
す
。

最
初
の
こ
ろ
は
、
公
闘
が
気
に
な
っ
た
り
、
保

育
匿
の
活
動
に
参
加
zな
し
た
り
し
ま
し
た
。
次
に

は
、
学
校
が
気
に
な
り
、
育
成
常
一
の
活
動
に
参
加

を
し
ま
し
た
。
現
夜
は
そ
ろ
そ
ろ
子
育
て
在
卒
業

し
て
、
高
齢
者
の
介
護
と
か
、
地
域
で
町
で
老
い

る
自
分
た
ち
の
F

〕
と
を
考
え
始
め
て
い
る
の
で
す
。

附
川
と
付
き
合
っ
て
い
く
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
、

例
え
ば
、
町
会
、
街
店
街
、
統
存
の
い
ろ
い
ろ
な

出
体
が
あ
っ
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
タ
イ
プ
の
人
が
い

る
と
こ
ろ
で
、
今
ま
で
ど
う
や
っ
て
付
き
合
っ
て

い
ら
し
た
の
で
す
か
ぐ



。
野
口
雑
誌
は
両
州
市
街
に
地
位
い
で
あ
る
の
で
、

務
店
街
ど
の
筏
淀
は
淡
い
で
す
ね
。
雑
誌
づ
く
り

を
始
め
た
こ
ろ
は
、
コ
ピ
；
も
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
も

あ
り
主
せ
ん
か
ら
、
駅
前
の
丈
一
服
バ
ベ
比
三
ん
に
行

っ
て
、
企
純
金
問
ペ
絞
い
お
正
の
コ
ヒ
ー
を
取
っ
て
い

ま
し
た
。
ぁ
、
ま
り
よ
く
行
く
の
で
、
ぷ
例
安
や
っ

て
い
る
の
…
レ
ニ
一
一
口
れ
れ
て
説
明
を
す
る
。
と
、
そ

こ
の
お
じ
さ
ん
が
、
ヒ
ベ
、
こ
の

fm白
川
街
は
伐

が
ま
と
め
て
あ
げ
に
つ
一
と
、
い
っ
し
ょ
に
つ
い

て
歩
い
て
く
だ
さ
っ
た
の
で
す
。
そ
う
い
う
形
で

助
り
て
も
ら
い
ト
よ
し
た
、
九
九
の
文
AMH吋

Mmさ
ん
も
、

一
尋
問
問
絡
が
ら
み
一
、
、
ー
な
／
＼
へ
け
り
と
し
た
。

前
町
を
い
つ
も
、
何
じ
総
で
凡
て
き
た
の
は
、
地

域
雑
誌
か
も
し
れ
な
い
。
こ
れ
は
き
っ
と
宝
に
な

る
と
い
う
気
が
し
て
い
ま
す
。
酎
刊
の
情
報
が
行
政

と
は
巡
っ
て
、
池
域
に
い
る
念
け
判
例
市
民
、
す
な

わ
ち
、
生
治
弘
刊
の
凶
で
、
堆
積
し
て
い
っ
た
と
い

う
経
終
は
今
ま
で
に
あ
ま
り
あ
り
ま
せ
ん
ο

全
日

制
市
民
に
対
す
る
の
が
、
中
央
に
勤
め
に
行
っ
て

い
る
人
た
ら
で
、
定
時
制
市
民
で
す
。

O
森
町
づ
く
り
は
陀
の
一
一
！
ズ
を
つ
か
ま
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、
地
域
雑
誌
は
そ
の
一
…
！
ズ

を
発
信
す
る
こ
と
が
で
き
る
で
し
ょ
う
か
。

O
野
口
さ
き
ほ
ど
い
主
し
た
一
グ
リ
ー
ン
ネ

ッ
ク
レ
ス
構
想
…
を
、
都
市
計
画
や
建
築
系
の
人

と
い
っ
し
ょ
に
な
ち
し
L

げ
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の

駅
の
デ
ザ
イ
ン
を
、
陳
情
で
は
な
く
、
自
分
た
ち

も
法
ノ
加
し
て
絡
し
て
い
ニ
う
と
い
う
も
の
で
す
。

沿
線
六
市
の
市
長
た
ち
も
動
か
し
て
、
町
ぐ
る
み

で
取
り
組
ん
で
い
主
す
。
排
刊
誌

n

つ
く
り
か
ら
ス
タ

ー
ト
し
て
、
ム
ワ
は
ま
ち
づ
く
り
に
発
言
し
て
い
る

の
も
ま
た
お
も
し
ろ
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

さ
主
ぎ
七
九
九
仙
人
が
新
し
い
－
」
と
を
考
え
ま
す
が
、

そ
の
灯
、
が
ど
う
だ
つ
た
の
か
と
い
う
の
は
、
創
出
と

知
ら
な
い
で
す
。
去
年
、
五
年
前
、
一
（
ハ
）
年
前
は

ど
う
だ
つ
た
か
と
い
う
資
料
を
、
私
た
ち
が
時
間
し

て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
ひ
そ
や
か
な
楽
し
み
と

い
う
と
こ
ろ
で
し
ょ
う
か
。

癒
防
e

商
店
街
a

行
政
と
の
開
閉
係

O
森
町
、
開
店
街
、
行
政
と
の
関
係
は
ど
う
で

J
7
D
 

。
大
野
行
政
と
の
結
び
付
き
は
よ
口
く
、
私
た
ち

の
こ
と
は
よ
く
理
解
し
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
会

員
に
区
の
融
制
は
も
多
い
の
で
す
。
逆
に
地
一
冗
町
会

や
商
店
街
に
は
認
知
度
は
低
い
で
す
。

知
っ
て
い
る
け
れ
ど
も
知
ら
な
い
し
ふ
と
い
う
独

特
の
雲
い
方
、
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
う
い
う
窓
味
で

は
、
ま
だ
黙
っ
て
見
ら
れ
て
い
る
段
階
か
と
も
思

い
ま
す
。

今
年
は
四
年
自
に
な
り
ま
す
が
、
強
い
知
山
線
＆

感
じ
始
め
て
い
ま
す
c

こ
れ
は
思
っ
た
よ
り
も
平

く
、
こ
ち
ら
を
向
い
て
く
れ
ま
し
た
c

ど
う
い
う

形
で
協
力
し
あ
え
る
だ
ろ
う
か
と
考
え
始
め
て
い

る
に
と
こ
ろ
で
す
υ

O
立
醇
一
一
行
政
と
は
、
ま
ち
づ
く
り
の
ム
試
合
通
し

て
つ
な
が
り
が
あ
り
ま
す
。
ま
ち
と
の
関
係
と
一
討

え
ば
、
創
刊
号
を
出
す
と
き
、
「
浴
衣
を
待
っ
て

い
る
け
れ
ど
着
て
い
く
と
こ
ろ
が
な
い
」
と
い
う

声
が
あ
っ
た
の
で
、
吋
神
楽
坂
い
い
浴
衣
で
い
ら
っ

し
ゃ
い
と
」
と
呼
び
か
け
て
は
ど
う
か
と
、
二
つ

の
商
店
会
に
も
わ
か
け
た
と
こ
ろ
、
一
方
は
一
浴

衣
姿
の
女
性
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
し
よ
う
」
、
も
う

一
方
は
吋
浴
衣
着
こ
な
し
コ
ン
テ
ス
ト
を
す
る
」

と
、
す
ぐ
受
け
て
く
れ
ま
し
た
。
デ
ィ
ス
コ
に
も

持
ち
か
け
た
ら
「
笈
然
り
の
一

B
、
浴
衣
の
女
性

は
無
料
に
し
ま
す
」
と
即
燥
に
受
け
て
く
れ
て
。

以
来
、
夏
祭
り
の
と
き
は
、
商
店
会
が
「
浴
衣
で

お
い
で
よ
、
神
楽
奴
」
と
い
う
浴
衣
歓
迎
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
奇
い
ろ
ん
な
趣
向
で
行
っ
て
い
士
す
｝

こ
の
笈
、
一
一
つ
の
商
店
会
の
協
力
の
も
と
、
さ

き
ほ
ど
申
し
ま
し
た
一
主
ち
に
飛
び
だ
し
た
美
術

館
」
の
催
し
を
や
っ
た
と
き
は
、
役
員
さ
ん
が
道

路
使
用
許
可
の
手
続
き
を
し
て
く
れ
た
り
、
叩
こ

う
い
う
催
し
が
あ
る
、
が
、
予
算
も
な
い
よ
う
だ
ふ

バ
ケ
ツ
や
水
を
援
供
し
た
り
、
町
出
の
前
在
出
問
相
聞
し

て
協
力
を
」
と
お
店
に
間
帯
見
を
開
削
し
て
、
べ

i
パ

i
敷
き
も
率
先
し
て
や
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

と
こ
ろ
で
、
い
ま
、
私
た
ち
は
「
神
楽
坂
宴
会

ガ
イ
ド
』
と
い
う
別
附
安
編
纂
し
て
い
ま
す
。
こ

れ
は
お
店
に
間
関
す
る
問
い
合
わ
せ
が
多
い
の
で
、

そ
れ
に
応
え
る
た
め
に
や
っ
て
み
た
の
で
す
が
、

お
店
の
活
性
化
と
、
私
た
ち
の
雑
誌
や
活
動
資
金

調
達
に
つ
な
が
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。
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園
子
育
て
と
地
域
雑
誌

O
八
問
中
八
野
さ
ん
は
、
ご
j
点
月
て
を
し
な
、
が
ら

雑
誌
安
出
す
と
い
う
こ
と
は
、
子
ど
も
の
到
で
町

を
日
比
る
こ
と
、
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
」
と
お
っ

し
ゃ
い
ま
し
た
。

何
回
パ
体
的
に
、
維
持
の
上
で
ど
う
い
う
反
映
さ
れ

た
の
で
し
k
う
か
。

O
太
野
子
ど
も
の
目
だ
け
で
な
く
て
、
役
代
に

よ
っ
て
町
の
免
え
方
が
違
い
ま
す
ま
た
、
記
憶

し
た
時
代
に
よ
っ
て
え
え
方
も
遠
い
ま
す
〉
人
の

記
憶
と
い
う
も
の
は
、
大
体
小
学
校
低
学
勾
ぐ
ら

い
の
と
き
に
住
ん
で
い
た
貯
の
影
後
を
強
く
受
け

主
す
。
子
ど
も
の
こ
ろ
に
吸
収
し
た
も
の
が
、
後

の
自
分
な
形
成
し
主
す
。

い
ま
小
学
校
五
年
生
の
制
限
は
、
な
ち
上
が
り
当

時
か
ら
ス
タ
ッ
フ
の
つ
も
り
に
な
っ
て
い
ま
す
勺

さ
き
ほ
ど
も
ペ
い
レ
に
し
た
が
、
配
本
件
吋
に
同
行
、
ν

た
り
、
カ
ッ
ト
を
捻
い
て
く
れ
た
り
し
ま
す
。
子

ど
も
な
が
ら
に
、
い
ろ
い
ろ
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
く

れ
ま
す
。

最
近
、
郷
土
の
白
」
と
を
知
り
た
い
と
地
元
の
小

学
校
何
校
か
の
訪
問
が
あ
り
ま
し
た
の
こ
う
い
う

本
を
自
分
も
つ
く
っ
て
み
た
い
、
記
事
の
蓬
き
方

を
教
え
て
く
だ
さ
い
、
と
い
う
こ
と
が
あ
り
ま
し

た
。
そ
の
子
九
一
日
7
山
行
と
し
て
、
来
年
辺
り
デ
ど

ュ
ー
す
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
c

連
抽
仰
と
続

い
て
い
く
こ
と
は
、
ほ
ん
と
う
に
う
れ
し
い
こ
と

で
す
。

醤
「
駅
間
に
飛
び
だ
し
た
美
術
館
」

。
八
田
「
町
に
飛
び
だ
し
た
炎
術
館

墜
さ
ん
が
仕
掛
け
ら
れ
た
の
で
す
か
。

は
、
守
一

O
立
壁
き
っ
か
け
は
ー
鈴
木
清
方
と
神
楽
絞
」

と
い
う
特
焦
点
で
し
た
。
神
楽
奴
は
、
尾
崎
紅
築
や

泉
鏡
花
、
菱
自
激
石
な
ど
、
文
学
者
だ
け
で
な
く
、

川
川
ム
ロ
ヌ
堂
、
鏑
木
清
方
、
健
田
川
平
古
と
い
う
よ
う

な
国
家
、
が
い
て
、
こ
う
い
う
人
の
磁
熟
に
後
の
大

家
た
ち
が
集
ま
っ
て
い
た
ん
で
す
コ

そ
れ
で
改
め
て
町
内
を
見
渡
し
た
ら
、
ギ
ャ
ラ
ワ

が
い
く
つ
も
あ
っ
て
、
い
ろ
い
ろ
な
人
が
集
ま

っ
て
き
て
い
る
。
そ
れ
で
、
「
ア
ー
ト
の
町
、
神

楽
坂
ミ
を
ア
ピ
ー
ル
し
よ
う
と
、
ギ
ャ
ラ
リ
ー
が

一
斉
に
抽
判
決
援
を
テ
ー
マ
に
展
覧
会
を
す
る
こ
と

に
な
っ
た
の
さ
す
が
、
な
ら
ば
お
店
に
も
絵
を
飾

っ
て
も
ら
お
う
、
一
戸
外
で
も
向
か
や
ろ
う
と
い
う

こ
と
で
、
一
放
で
絵
を
描
く
綴
し
を
や
る
こ
と
に
な

っ
た
の
で
す
口
そ
れ
で
、
ペ
ー
パ
ー
を
敷
く
と
き

は
こ
の
音
楽
を
流
そ
う
、
お
揃
い
の
マ

i
ク
入
り

の
T
シ
ャ
ツ
を
着
ょ
う
、
た
れ
幕
も
作
つ
て
な
ど
、

ど
ん
ど
ん
銭
り
上
、
が
っ
て
い
っ
た
ん
で
す
。

経
費
は
、
ポ
ス
タ
ー
や
ち
ら
し
の
制
作
費
、
新

開
聞
の
折
り
込
み
代
、
画
材
や
ガ
ム
テ

i
ブ
も
大
量

に
同
用
意
し
た
の
で
、
結
協
怖
か
か
り
ま
し
た
。
商
店

会
に
援
助
し
て
も
ら
っ
た
り
、
綴
人
的
に
出
し
あ

っ
た
り
、
カ
ン
バ
を
お
綴
い
し
た
り
し
ま
し
た
が
、

そ
れ
で
も
足
り
ず
、
手
伝
っ
て
く
れ
た
智
い
人
た

ち
も
す
べ
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
し
た
。

あ

る

プ

ラ

ン

ナ

ー

に

、

普

通

必

ら

万

円
単
位
の
催
し
だ
と
言
わ
れ
ま
し
た
が
、
ん
で
れ
を

手
弁
当
で
仰
と
か
や
っ
て
し
ま
っ
た
わ
け
で
す
、

あ
る
新
院
の
山
記
者
さ
ん
に
、
内
情
を
話
し
た
ら
、

そ
う
い
う
拙
惜
し
だ
か
ら
い
い
ん
で
す
よ
、
と
っ

て
く
れ
ま
し
た
。

22 

園
町
の
抱
え
る
潤
績
と
つ
き
あ
う

。
中
村
松
は
世
田
谷
ほ
の
ま
ち
づ
く
り
フ
ァ
ン

ド
の
助
成
金
で
、
ま
ち
づ
く
り
活
動
か
ら
地
域
新

開
発
行
へ
行
き
着
い
た
の
で
す
。
間
と
い
う
と
、

そ
こ
に
生
々
し
い
活
動
が
あ
っ
て
、
例
え
ば
、
森

さ
ん
の
と
こ
ろ
だ
と
、
い
ろ
い
ろ
な
保
存
巡
動
と

か
、
地
下
の
駐
車
場
の
話
と
か
、
野
口
さ
ん
の
と

こ
ろ
だ
と
、
出
立
の
品
店
綴
の
問
題
た
ど
が
あ
る
と

思
い
ま
す
υ

そ
の
よ
う
な
な
か
で
、
地
域
紛
誌
が

持
っ
て
い
る
町
の
な
か
で
の
ス
タ
ン
ス
を
ど
う
の

よ
う
に
考
え
ら
れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。



O
野
口
地
域
雑
誌
の
も
っ
と
も
大
切
な
、
そ
し

て
す
べ
て
の
人
に
共
通
J

て
い
る
こ
と
は
、
そ
こ

で
纂
ら
し
て
い
る
と
い
う
こ
と

3
す
。
で
す
か
ら
、

相
一
反
「
る
こ
と
に
は
、

μ

ち
ら
に
も
つ
か
な
い
こ

と
に
し
て
い
ま
す
。
そ
う
し
去
す
と
、
ど
ら
ら
か

ら
も
霊
安
さ
れ
主
す
〉
叩
現
動
之
の
も
の
に
は
深
入

り
し
な
い
と
い
う
か
、
深
入
り
で
き
な
い
。
み
ん

な
立
場
が
遠
い

L
1
1
の
で
、
ど
ち
ら
に
も
な
て
な

い
と
思
う
の
で
す
。

し
か
し
、
例
え
ば
、
あ
ろ
法
制
慨
川
悼
ん
仔
が
暮
ら
し

て
い
る
み
ん
な
の
最
大
公
約
数
と
な
っ
た
ら
、
大

き
く
発
討
し
主
す
し
斗
し
や
り
出
て
、
一
こ
こ

は
武
蔵
野
で
す
か
ら
…
と
か
、
そ
う
い
う
綿
服
薬
を

述
べ
た
い
と
思
い
ま
す
。

O
立
壁
神
楽
一
奴
の
坂
の
途
中
に
、
…
二
階
も
の

マ
ン
シ
ョ
ン
が
建
つ
と
い
う
と
さ
に
は
、
ま
ち
づ

く
り
の
会
の
…
員
と
し
て
、
説
明
会
い
い
闘
で
要
浬

を
出
す
と
こ
ろ
ま
で
容
加
し
主
し
た
。
で
も
、
直

接
利
世
一
日
間
関
係
の
あ
る
河
川
の
人
た
ち
が
協
議
会
金

結
成
し
て
交
渉
「
る
こ
と
に
な
っ
た
ん
で
す
が
、

あ
る
お
店
が
単
独
で
開
刊
に
ん
げ
い
依
叩
縫
合
ず
ら
り
な

で
た
り
過
激
な
反
対
運
動
小
）
展
開
し
て
、
マ
ス
コ

ミ
穂
に
な
っ
た
こ
れ
に
は
賛
γ

行
列
ヘ
酬
が
あ
っ
た

の
で
す
が
、
こ
ち
ら
は
色
っ
と
神
業
反
ら
し
い
反

対
運
動
を
と
甲
山
っ
て
い
た
の
で
、
雑
誌
に
書
い
た

り
し
ま
し
た
、
が
、
結
局
、
一
階
低
く
す
る
と
い
う

、
だ
け
で
マ
ン
シ
ョ
ン
は
建
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

神
楽
坂
は
ヒ
ユ
｝
1

7

ン
ス
ケ

i
ル
の
町
で
、
戦

災
に
遭
っ
て
も
北
閣
の
地
劉
り
や
道
が
残
っ
て
い
る
c

そ
れ
が
神
楽
奴
の
よ
さ
な
の
で
大
規
模
開
発
は
い

ら
な
い
と
い
い
続
け
る
こ
と
、
か
、
い
ま
私
た
ち
に

で
き
る
こ
と
だ
と
患
っ
て
い
ま
す
。

O
森
私
た
ち
は
民
事
に
は
介
入
し
ま
せ
ん
。
例

え
ば
、
不
忍
池
と
い
う
公
共
空
間
の
地
下
に
、
駐

車
場
を
つ
く
る
こ
と
や
上
野
駅
の
建
替
問
題
に
つ

い
て
ど
う
考
え
た
ら
い
い
か
。
ま
ず
、
み
ん
な
の

意
見
な
雑
誌
に
載
せ
て
、
間
隔
現
在
知
ら
せ
る
こ
と

を
基
本
に
し
上
す
。

保
存
に
つ
い
て
は
、
住
民
間
企
の
利
密
が
…
致

し
な
い
と
い
う
は
少
な
い
の
で
、
運
動
在
す
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。
雑
誌
は
箆
接
そ
れ
を
全
部
担
い

ま
せ
ん
が
、
発
生
す
る
問
問
題
は
必
ず
載
せ
ま
す
。

最
近
、
寺
町
の
真
ん
中
に
、
き
れ
い
な
景
観
の
、

し
か
も
潟
り
、
が
全
部
お
寺
で
空
の
広
い
所
に
、
炎

然
九
階
建
て
の
マ
ン
シ
ョ
ン
が
建
一
つ
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
向
の
人
た
ち
は
集
会
を
持
っ
て
、
マ
ン

シ
ョ
ン
メ
ー
カ
ー
の
社
長
も
出
席
し
て
も
ら
っ
て

討
論
を
し
、
デ
ザ
イ
ン
を
変
更
さ
せ
て
、
六
階
建

て
に
し
ま
し
た
。
建
築
協
定
も
で
き
ま
し
た
。
そ

れ
そ
全
部
雑
誌
に
載
せ
ま
し
た
コ

。
山
線
私
は
、
森
さ
ん
た
ち
と
い
っ
し
ょ
に
、

コ
廿
様
子
』
を
一
五
年
や
っ
て
い
て
、
最
近
は
、

休
み
の
日
は
町
に
い
た
く
な
い
と
い
う
ん
気
分
で
す
ぐ

例
年
も
や
っ
て
い
る
と
、
こ
こ
が
い
や
だ
と
い
う

の
が
出
て
き
主
せ
ん
か
。

。
野
口
犯
の
場
合
は
エ
リ
ア
が
広
い
の
と
、
奥

多
燈
に
常
い
絡
を
持
っ
て
い
主
し
て
、
行
く
先
々
に
、

如
何
か
し
ら
ポ
イ
ン
ト
、
か
｝
あ
り
主
す
）
そ
れ
で
、
戸
〕

こ
が
い
や
な
と
き
に
は
あ
っ
ち
に
行
く
と
い
う
い

ろ
い
ろ
な
形
、
が
取
れ
る
の
ヴ
、
続
開
店
さ
は
あ
り
正

せ
ん
。

O
立
察
犯
た
ち
は
エ
リ
ア
が
狭
い
し
、
甘
か
ら

い
る
の
で
外
を
歩
い
た
ら
挨
拶
の
し
過
し
に
な
り

ま
す
。

O
大
野
私
自
身
は
千
伎
に
は
什
は
み
に
く
い
タ
イ

プ
だ
っ
た
の
で
す
が
、
縁
が
あ
っ
て
総
統
け
る
か

ら
に
は
、
こ
の
町
を
好
き
に
な
や
た
い
。
見
方
そ

変
え
て
、
見
え
方
、
が
変
わ
っ
て
、
ア
ニ
メ
で
ご
紹

介
し
た
よ
う
な
、
「
あ
っ
、
こ
れ
内
悼
ん
だ
ね
」
と

い
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

闘
図
書
館
と
イ
ン
ヲ

i
ネ
ッ
ト

。
小
漂
私
が
勤
務
し
ま
す
小
平
市
中
央
関
書
舘

で
は
、
灯
、
が
ど
う
い
う
ふ
ろ
に
変
わ
っ
て
い
く
か

を
、
一
年
お
き
ぐ
ら
い
に
定
点
撮
影
を
や
っ
て
デ

ー
タ
ベ
ス
化
を
し
て
い
ま
す
。

関
書
館
が
地
域
雑
誌
づ
く
り
で
役
宣
っ
て
い
る

か
ど
う
か
が
気
に
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
地
域
雑
誌
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
宣

伝
を
し
て
、
そ
こ
で
一
覧
が
で
き
て
、
注
文
も
で

き
た
ら
、
と
い
う
こ
と
在
考
え
て
い
ま
す
が
、
ど

う
で
し
ょ
う
か
。
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O
野
口
私
た
ち
は
は

H

一
行
館
そ
と
て
も
よ
墜
し
て

使
っ
て
い
ま
す
む
多
く
の
邸
周
削
け
い
い
か
拭
え
ま
せ
ん
か

ら
、
々
汁
円
、
近
く
の
民
主
的
附
に
行
君
と
す
c

そ
れ

と
、
配
本
中
の
休
附
出
所
と
し
て
使
っ
て
い
ま
す
。

関
及
館
以
編
集
山
中
々
と
け
じ
ぐ
ら
い
の
ウ
ェ
ー
ト
で

々
官
庁
が
利
用
し
て
い
ま
す
。

勺
一
ん
に
ち
は
小
金
井
ム
、
が
、
私
た
ち
の
編
集

室
に
全
部
揃
っ
て
な
い
と
き
に
、
小
金
井
市
の
中

央
凶
仕
U

飢
資
料
式
合
後
内
し
た
こ
と
も
あ
り
ま
す

こ
の
資
料
ヶ
ー
で
は
、
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
の
予
算
、

…
心
。
円
を
計
上
し
て
く
だ
さ
っ
て
い
ま
す
。

私
た
ち
は
都
立
多
闘
用
問
北
H

館
に
一
括
し
て
配
本

を
し
て
と
ふ
す
。
そ
こ
か
ら
、
各
市
の
図
書
館
や
分

館
に
附
配
本
す
る
シ
ス
テ
ム
を
使
わ
せ
て
い
た
だ
い

て
い
主
す
。

Jvz一
初
、
広
告
が
た
く
さ
ん
入
っ
て
い

る
の
で
、
行
政
金
山
ば
っ
て
配
本
す
る
の
は
ま
か
り

な
ら
ん
と
す
ご
い
総
務
が
め
っ
た
の
で
す
が
、
し

つ
こ
く
食
い
下
が
り
ま
し
た
。
最
初
駄
憶
と
一
一
一
わ

れ
て
も
、
そ
の
胡
崎
市
川
が
他
聞
に
蒸
ら
な
い
と
き
に
は

ね
ば
っ
て
、
状
況
を
耕
し
ま
ず
。

O
立
壁
私
は
人
で
調
べ
物
を
し
て
い
る
の
が

好
き
な
の
で
、
開
凶
作
汁
鉛
に
行
っ
て
向
制
仰
を
つ
く
こ
と

は
あ
り
主
す
し
、
発
見
の
京
箆
と
い
う
感
じ
で
利

用
し
て
い
ま
す
。
イ
ン
タ
；
ネ
ッ
ト
は
や
っ
て
い

ま
す
、
が
、
ホ

i
ム
ベ

1
ジ
は
忙
し
く
て
ま
だ
や
っ

て
い
ま
せ
ん
。
以
前
は

N
I
T
が
、
ち
ま
た
ネ
ッ

ト
と
い
う
の
を
始
め
て
、
タ
ウ
ン
誌
の
記
事
を
載

せ
て
く
れ
て
い
ま
し
た
が
、
タ
ウ
ン
誌
ブ
ー
ス
テ

イ
パ
ル
共
々
中
止
に
な
り
ま
し
た
ね
。
い
ま
は
過

波
郊
の
よ
う
で
す
が
、
こ
の
世
界
に
も
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
持
代
は
必
ず
来
る
と
思
い
ま
す
。

O
太
野
近
々
、
千
伎
に
も
大
き
な
悶
詩
抽
出
が
で

き
ま
す
の
で
、
か
わ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
、
が
、
千

住
の
こ
と
を
認
べ
た
い
と
図
書
餓
に
行
つ
で
も

資
料
が
な
い
と
い
う
の
が
雑
誌
づ
く
り
の
動
機
の

一
つ
で
し
た
。
千
住
の
本
は
山
山
て
い
る
の
で
す
が
、

問
問
書
館
に
あ
り
ま
せ
ん
に
千
住
の
こ
と
を
気
楽
に

読
め
る
本
が
ほ
し
か
っ
た
の
で
す
。

ほ
の
都
市
潔
境
部
の
方
、
が
、
ホ
ー
ム
ベ

i
ジ
で

町
一
町
雑
誌
千
住
』
在
紹
介
し
て
く
だ
さ
っ
て
い

主
す
。
二
減
い
に
関
す
る
ホ

l
ム
ベ
！
ジ
も
あ
り

ま
す
が
、
ア
ク
セ
ス
数
は
少
な
い
よ
う
で
す
。
活

用
を
考
え
た
い
と
患
っ
て
い
ま
す
。

O
森
何
回
議
総
に
お
糠
い
し
た
い
こ
と
は
、
商
店

街
の
チ
一
フ
シ
と
か
、
町
会
名
簿
、
マ
ン
シ
ョ
ン
広

告
な
ど
、
治
え
ゆ
く
メ
デ
ィ
ア
を
集
め
る
こ
と
。

東
京
の
普
遂
の
町
の
記
録
や
資
料
を
収
集
し
て
ほ

し
い
。
例
え
ば
、
「
エ
ン
サ
イ
ク
ロ
ペ
デ
ィ
ア
ヂ

伎
」
と
い
う
類
の
も
の
、
が
で
き
る
と
い
い
と
忠
ワ

て
い
ま
す
c

神
戸
の
震
災
の
あ
と
、
そ
の
町
の
被

害
状
況
、
ボ
ブ
ン
テ
イ
ア
の
残
し
た
記
録
な
ど
、

侭
で
も
集
め
、
記
憶
し
て
い
こ
う
と
い
う
活
動
も

進
め
ら
れ
て
い
ま
す
、

私
た
ち
は
ま
だ
ル
イ
ン
タ
ー
ゑ
ツ
ト
を
う
ま
く
使

え
て
い
ま
せ
ん
が
、
時
間
と
手
間
暇
を
か
け
て
雑

24 

誌
を
出
し
て
い
く
と
い
う
紙
の
メ
デ
ィ
ア
が
、
こ

れ
か
ら
残
っ
て
い
け
る
の
か
ど
う
か
ぐ
メ
デ
ィ
ア

古
か
ら
地
域
雑
誌
を
考
え
る
岐
路
と
い
う
か
、
タ

i
ニ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト
に
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
患

い
ま
す
。

名
残
り
の
尽
き
な
い
と
こ
ろ
で
す
が
、
こ
の
フ

ォ
ー
ラ
ム
を
、
み
な
さ
ま
に
楽
し
ん

P
い
た
だ
け

た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
じ
ま
た
、
い
つ
か

こ
の
続
き
を
や
っ
て
み
た
い
で
す
ね
。
今
日
は
ど

う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

警轟
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湯江戸東京フォーラム話題一覧
（ ）内の所属は話題提棋時のもの

1986年7Fl～12月

第l閉 江戸東京フォーブム委員会の巡め方と話題縫供・・・・ノト木新 j;):（燦史民俗博物館）

第2閲 都r1)F／語ti会の形成と変容・ ・・・・・ー・・・・ ・・・・・内 m 雄造（東洋大学工学郎）

第3聞 や恥らかい都市構造ー・・‘..........................~車内秀信（j昔、政大学1 宇部）

第4凶 考羽子ぴ〉考古＇）＇＞ .... －－・・・ ・・・・・・・・・・・・・・・・・｛左様 健 （？と政大十LPぞ行部）

斉羽田 明治郊のi藍路 mmo・路地の幅員基準について・・・・・｛；問 料研（都ウ大計1;111十ツト）

1987年1月～12月

第一6@] 簿覧会と盛り場の明治......・・・・・・・・・・ e・・・・...・吉見 俊哉（〉約主人F文行部）

第7開 明治織の繁擢街の連築.....・・・・ a・・・・・・・・ a・・・・・・ e，初］約 三戸（了仁tir,uにn
第8団 東京のJt由住宅史・・・・・・・・・・・・・・ー．．．．．，．．．．．．．．・長谷J11徳之輔（建設れ済研究所）

第9凶 /J:Jiの構成と構造・・・・・・・・・・・ー・・・ ・・・・ ・加話事 実（北区数庁妥討会）

第10切 水の朝日・深J111；見立史・・・・・・・・・・・・・・・・・・ー ・・・・ ・吉原 健 長日（成城大文芸学部）

第ll@l 江戸の建築技術．，．．．，．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．幽・・西 和夫付杉＇ J11大工学部）

第12@] 松浦武郎自Gのザ畳敷の書斎 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ヘント スミス (t;i］陪：基督教大学）

第J:J@] 徳川の！日家庄のみた、江戸－東京・・・・・・・・ ・・・・・井上 勲（学官院大文学部）

第14回 路上から見た江戸東京・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・明・・・話事森 照｛言（東京大学佐藤研）

第15回 東京審物探索入門・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・大串 変身（都立中央級書館）

第16図 宇ll回のサウンド・スケ｝プの研究・・・・・・・・・・・・・・・・・鳥越 けい子（訟政大学）

1988年1月～12月

第17閲 絵画史料にみる江戸の画庁・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・波多野 純（日本工業大工学部）

第18凶 明治期東京の飲料水販売・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・松平 康夫（東京都公文書館）

第19@] 江戸城御殿の室内空間について

第20IT主

第21回

第22白

第23回

第24閲

第25@]

第26［互i

障壁臨下絵による復原一－－－－－ ....・・ －・・ ・西

ノト江戸づけ越のまちとすまい・・・・・・”・・・・・・ ・・・・・・・・・内出

茨代東京の祝祭・・・・・・・・・ ・・・ ・・・・・ ・・・・・・・松平

丸の内の変遷とそこに働くサラリーマンの磯と｛主・‘・・悶本

浅草寺の境内・門前世界 ・ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・竹内

都心定住を考える 市街地の「岡TJの現代的意味・輿悶

都市担会調査の歴史から・・・・ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・佐藤

世界都市東京の光と影・・・・・・・ ・・・・・・・・・・・・町村

1989年1月～12月

第27回 都市の語り出す物語・・・ ......・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・宮間

第28回 以F去の都市計在留江戸前島を中心として ・・・・・鈴木

第29@] 7工戸の武家屋敷について・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・北原

第30@] 江戸の被羨~lj ・東京の被差別

第31@]

第32回

第33回

第34凶

もうひとつの江戸・東京 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・大串

江戸東京のi遊び かるた安中心に ・・・・・・・・・・・・・・村井

森 E紗トの都市論・・・・・・・・圃・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・石 関

東京都心部におけるさE跨利用形態・・・・・・・・・・・・・・・・・・山下
「響きJとしての東京の街なみ…神田地区における

和夫（神奈川大工学部）

雄造（東洋大学工学部）

誠（立教大学）

哲志（岡本都市建築研）

誠（東京学芸大学）

道大（立教大社会学部）

健二（法政大社会学音l)

敬志（筑波大社会科学）

受（筑波大熊史人罪白）

潔生（区立主主矯殴書館）

糸子

主主身（都立中央：ばl書館）
省 （村井：か石た舘）

総 If)（都立大者「，rJjセント）
宗手lj （筑波太地球科l芋）

第35回

を位物の形態が道の資環境に及ぼす影響を中心に｝・・・鳥越 iハ、 r(fr）：；トスケ 7デドイン）

京京の都市構造の変容とアジア系外i詩人問題・‘・・・・・拠出 道大（立教大社会学潟）



1990年1Fl～12月
第36国 鶴震南北の幽霊童・・ ・・・・・・ ・ ・・・・・・・ ・・・1横山 恭子（［vjf!:UM！手数大学）
第37聞 東京と近代詩・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ・行吉 正… (i_[fゴ＇f[J正博物館）

第38凶 向潤0うぐいす谷アパートの縫て替えをめぐって
マンションの若朽化と建て緯え問題→・・・網姻・・・・・..内恒 雄む OliffIぐF工学。＇；日）

第39問 東京の地価．．．．．，．．．．．．．．，．．．．．．．吻・・・・・・・・・・ e ・・・・i¥111Ii f古iに（＇j[行Jご戸工学部）
第40［·~ 江戸山地部.i・ .....••.....•.......... ・・・・・・・・・・1J'Iが 』子 一（ l'/l 京近代史研究＇~ミ）

第41［司 江戸のごみ処理a・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・fff1l争 終 一（関JR近代史研究主）
第42l司 都市淡業と土地問題・・－．．．．．．．．．．，． ・・・・・・・石田 頼 i!) （｛話、ケ大都市セング）

第43凶 天皇巡幸と「干若者日Jとしての東京， ．． ・・・・・・・・・吉見 俊哉（京大新！i託研究；~］）
第•1'!凶 江戸の名所王子－－－－－ •........... ・・・・・・・加藤 内（ •1ヒド放す委員た）

第45図 上水からみた江戸の都市計幽・・恥 a・・・・・・・・・・・・・・・・・・波多野 純（日本工業大；；工学部）
第46図 江戸名ffr絵における遠近法.....・ ・・ ・・・・・・・ヘンリ スミス（コワンヒア大学）

1991年1月～12月
第47U司 江戸悶焼風にあらわれた風俗・・・・・・・・・・・・・・・・・・・丸山 伸法（歴史）~俗博物昔日）
第48U白 鍬形選斎の江戸 目隠綜life¥・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ー・・・・・・小津 弘 rn 警治i'?I•；司女子j1i大）
第•190主 見立絵というもの目・・ a・・・・・・・・岨．．．．．．．．．．．．．．．．，．鈴木 1J¥:三

第50@] 江戸住宅事情....................・目・・・・・・・・・・ ・・・片倉比佐子二（東京都公文書館）

第5l@i μ戸・明治回大正のすまい・・・目．．．．．，目 a・・・ a・・・・・・・・・・平井 翠（H~fii女子大学）

第521cゴ 最近の自治体住宅政策についーて・・・・‘・・・・・・・・・・・・・・林 泰義（計画技宇野研究所）
第53@1 東京市営住宅事業について・・・・・・..........・・内陸 予守蔵（Jil:T大附属高校）

第54IT耳 東京における水際土地利用の変綴

第55[ij[

第56夜i
第57芭］

日本橋！! Iと限ilJ}I Iを中心として ・・・・・・・．．．．．，．・狗ヌド

江戸から東京への景鍛構法変化・・・・・・・・・・・・・・・・・・回目主主回
東京都の都市計爾とJ可｝Ii ii釘可・........・・・・・・司・・....昌子
アジアのスラムと居住へのたたかい・・・・・ ・・ 内出

1992年1Fl～12月
第58@] 新宿ヤミ市の復持、.....・ ・・・・・ B ”・ ・・・・・松平

第59悶 鍬形態斎筆の「黒髪山縁起絵巻ーと「江都名所ffiil会Jを

哲志（防i本都市建築研）
j湯ー（埼玉大学工学音！＇）

it J工（関東学院大学）

雄造（東洋大学一1学部）

誠（立教大学）

めくって・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ・小津 弘 rn＜げ日学園fl;ヲー短大）
第60回 芝居田Tと観客一都市文化の底流をさぐる ・ －・・・リj、木新 i主（江戸東京歴史財［iU)

第61回 fよ組iを中心とした江戸火消しの活動咽・・田・岨・・・・・田・鈴木 栄 一（千代別区議員）

第62回 近代淡劇人による伝統の発見 ・・・・・・・・・・・ ・・ 横山 泰子（国際法督教大学）
第間関 博覧都市江戸東京 ・・・・・・ ・・・・・・・...a・・・・ 吉見 俊哉（京大新開研究所）
第6•1回 読売から新開まで ・・・・・ ．，．．．．．．． ．・ ・GERALDGROE紅 R

第65困 苦の嵐長と近代の.titももの大分県竹田市
｛官！i藤太郎縫圏整詰計画をめぐって ・・・・・・・・・・・・・鳥越けい子（すりンドスケー7＇機構）

第66凶 三越百貨店が演出した文化生活・・・・ ・・・・・ ・・・ 初出 亨（工学院大工学部）

第67図 ヴェネツィアの経済空間一交易・市場・職人 ・・・・・・・.~車内 秀信（法政大学工学部）
第68回 都市のまつり・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・＇8自 主主（筑波大震5巨人類）

1993年1月～12月
第69@1 江戸、初期の土地問題・・・・・ .................. 古隙鎚J 虫ll（成城大文芸学部）

第70@1 江戸塁手j番武士の生活・・・・・，．． ．．．．．．・・・・・・・・・・・・竹内 誠（東京学蕊大学）

第71@1 江戸のおんな・・・・・・・・・・・・・・・田・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・杉浦 日向子（江戸庖俗研究家）

第72知 大名厳敷跡地の住宅地開発麻布袋lllJの場合・・ 加藤仁美（跡見学園短大）
第73@1 新説・日本近代住宅史・ ・・・・ ・ ・・・・・・・・ 藤森 ft~ ｛言（東京大学生研）
第九回 幻の東京オリンピックと万博・・・・・・・・・・・・・・..・・・目・・磯村 英 （東京都立大学）

第75回 東京市社会局と都市社会調査・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・佐藤 健二（法政大社会学部）

第76回 近代における東京の都市庶民住居の発展 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・iI忍 制人（文化庁丈イ七財）
第77凶 江戸の町と京都の町・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・リj、J11 保（清水建没料l技研）
第78回 fまちj の死に立ち会うとき…汐入をめぐってー・・・・・伊藤 毅（来大工r芋部建築）

第79巨j 谷中墓地をめぐって・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・‘・・・・ ・・・森 まゆみ（谷綾子工房）
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日

刊問問府首刑惜別

（東京滋機大学）
受｛筑波大IT;1'5l:人総）

i正（東京市政探査会
身（昭和女子大袋大

1',1 

fJ !fi83凶
草寺84巴1

5!~85@] 
第86［弓
策87Qヨ
策制限

秀 15(i三政大学工学部）
t並道（東洋大さをこ工学部）
賢治（東洋大学工学部）
新 ii![（江戸東京歴史対出

第89'~

1995年1月～12!'l
第91[司 都市と美Wi鎚と絵画パリ口ンドンと日友一 ー・・・”小 rn
?1192防 里子村コレクション「小袖牌風ーとそのJ,'i)辺白咽 ・・ 4・丸山
第9:Jf§J 終戦日当後の東京の生活奇さぐる資料・”・・・・・・ー ー ヌ予子
第94出 歌5富山のなかの東京，...• . • .• . .......岨・ ・ ・0大中
第95限］ iJ戸の着物文化・ ・0同・ a刊・ 4 ・ ....白白・・ー・・ー‘・悶＇1'
fa00@1 江戸烹京寺三べの招待試論・・・・・ーー－ •.•..•• ・ ・・小木
立；gw~ l境問jからみた三都…二三都の比較都市叉序説 ・・伊藤
第抑沼l 盛り場考・ ・・・・・・・ ・ ・ ・・・・ ・ ‘・・ー 件持母
urn刊凶 ii[没者il市空間の泊lj[jj過程について

都市構築の基盤材調達の視点rj• ら円 ..••• ＇・....・・ it~
江戸東京学への招待・・・・田・・・・ ・・ ・・・・・・・・・・・・・・・小木

生活の舞台としての都市祭fl，］ー 隙内
高階
問中

千司会vi m 
者向7の民俗学 色・音・七］の変化 ・・・・・・・・・・・・・・・ ・小林

（務布学岡京子主1)()
(if~ ＆： J芯ii計専物館）や，， lit 

F益子

j J;j「（日間口女子大短大）
俊子（法大第教養部）
Wi浩（i工戸東京簿<ito!:li)

殺（東京大学工学音B)
主主主主

j'f¥90[,'ij 

新進（江戸東京博物館）
秀信（法政大学工学部）
秀筒｛国立街洋悼物館）
優子（法大%一教養部）
k1ii ii'i （東洋大学工学部）
忠雄（［佳史民俗専場必吉）

第JOO@]

JiilOJ司

1996年1月～12汚
安＼10？白 隠f際会柳烏アパ｝ λぴ〉生活・..... ・・・・・・・・・・・ 0大丹
第lO:JfiU 問；開会による復興まちづくりと普通it宅建設に

ついて・・・・・・・・・・． . . • .. . . •. ... . . . .• . . ..・佐藤 滋（阜市大理工宇部）

（主文化の体殺の潟としての博物館e •••••• ・・小湾；紀美子（東京学芸大学）
縁切寺東康守と術徳寺一 ・・・・ ・・”・ p ・高木 侃（関東短期大手）
考古学からみた江戸と他都市との比絞・ •.. ,. ..... ）、杯 克（江戸東京博物質吉）
日ヌド；ハノラマ宮古とJ去三雲間 浅E誌の2つの夜大法築は、
当時の人々にどのような印象を残したか ・・司・ a ・・・平労
主宰災復興く大flll'l!＞の街~f；みからー・....田・・ーーー－ ー・石 J11 
明治初年の大火ζ貧富分隊論・・・・・・・・・・・田・・・・ー ’ ”・Ti悶
戦災復興計画の現念とその遺産東京、仙台、
名左）吾、神戸、広島等をめぐっ一て ，．．． ・0・・・..，，辺沢
関東大震災後の東京の七一年J惚ff';；江iこついて・ " ...... ffi'向
カフェーと喫茶店 ・・・ー・・・・ －ーーー ・・．．，．岡田初 fl]

敏雄（東京大蛍エザ一部）

(BB和女子大学）

｛清水i宝設総務部）
（にこ手段大r芋）

！汚（長i部ilき形大学）
詳｛呆（東京工業大学）

亨（工学院大手）
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1997年1月～121'l

第11:l[ほ 械のア、パン・デザイ／岨岨・・・唱 e・ーー・ ーー・・ 2 ・・伊東

第1J4[nJ i成fffiJ大坂、江戸の都市設計・・司・ーー・咽 ・・・・ー ・篠原

斉ll15[e>J 東京都都「fi~（観マスタ凶ツラン

新たな景観まちづ、り ，，0）展開 ・・・ ・・・・ .. /fi施 ／王自I¥（東庁、都）

第 IHi[uj i I)ゴ・京；j(の湯島1・・・・ ・・ ...・・ ........ R・句 ・・・紅、＇＋＇ fぬ（女f栄養穴子：）

i:lol U[<iJ ilP君主かり涼キムノ、

県ki今中，し、とオーる者Erficr,"llllの建.＇ti －ーー ..・来日目 すjl f 
寄ll181<<] iJJii語調l物お..・‘・.... .. . . . . ... ・ 司却Jii全

第lI (I［リ総書喜’卒、 K任事初 と部：1iγ・O>til¥i・ ・.........’米 ill

制約U！数訴にみる東点・ ・・ ・・・・ E ・田・ ・..・・六時：

孝（日本大学）

修 t東京大学

,,, 
5高

第120[1u

詳il/l阿

第1nu1J

)l)f名所以会 と長特IllせijP・・ ・・・ ・ー・・・・・・・・・・‘・・鈴木

町＃i11前 iど火消防敷.'hll湾；岨 Jノk
絵iメ1・以11iriI －ぬるilr＇の紛.i布施設…・・・・・・・・・・・・ 。．波多野

ぷ効交代 i＇六割ミ <111工Iiのなりたち ・・・・・‘・・・・・・・ 2的、

喝 (II y斗1k1ilM物館）

度身 iHHfrrJ;z r J.、知太）
市生（；！） 1点；；ilc1i物館）

?HI /:l[ii] 
事長 ( [I本T.J転A'n

Y' P: （ι. ! I i京，；；i"J.ヰカfd()

1998年1月～12F1

芽1124いl 成主l:l'fiJJi域外堀普請と周辺地域の変化・・・・・・・・・開イト

2宇.1~iiu叫 関東・東凶山自信然史

<t （納治除史縛物館）

都議！どの l見威し」論議l:C引きつけてー・・・・ .. ~泰訳 tc!r fr （祁I咋がか工研究所）

箔126図的 治 時!OJ被害〉月11：：；浴

都市県民とMl土地i誌の;ii＆見編制から ・・・・・・ 2・‘友；主 耀l（剖（滞解！！；削究所）

?il127間 関東大ノ蕊jえと中yj知人府殺事n.............・・・・・・・..ti加 点 (J者ld≪lfi!教内rt品）

第128佳］ D;di訂心干し1例措込 人気ぴ〉泌蛇を歴史から読む ・・・...I那詩翼手fむ (!l!r'l!;? i 'I iHI ) 

i:lll29也 被浜市山市長？心t事業について・・ ....・・・ a ・・・・・・・；］＜百i 淑 r （総点’f'i'ric久 j弁iJ、）
完ll30主i I! Fヨ丈化村とそーの変貌・ ・ ・・ ・a ・・・・・・・・・・・・八木津 壮一（；Ji〆，；， i辺機大・n
第131凶 fr総研長lj一、.＇.［！） Qiド記念公繍フォーラム・・・ ・・・・・・・・・・・・小木 新 ~1 (ilr ';/U；〔博物館）

地域守山初日広・Y,える 橋爪糾l説（京都干高準大n
結峨 号差史主主（まちっくり）＇ jンナー）

森 まゆみ（作家）

可会陣内秀 f討 (ii:政大す工学部）
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良太

股 i笠（広島市立大学）

司会森 まゆみ（「t仲店14'・千駄木j)
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江戸東京フォーラムについて

江戸東京フォーラムは 1986年5月に住宅総

合研究員オ｛剖の助成研究として発足し、 7月iこ第

1回フォーラムを開催しました。翌年度から、

財［］］委員会活動として、現在にヨさっています。

小木新造（江戸東京博物館顧問）な委員長と

して、委員は内部雄造（東洋大学工学部教授）、

陣内秀信（法政大学工学部教授）でスタ｝トし

ました。参加メンパーは建築史・都市計画・歴史

学・民俗学・社会学等の研究者等です。

自約は、都市機能が雑然とj昆ざりあって、機

めて報較した多主主構造都市・東京を、江戸から

今日までの都市形成の発展と、文化変蒋の過程

を 賞した視座から学際的にアブローチーするこ

とです。

具体的に、次のような活動をしました。第1

は、文化発傍都市「江戸東京J を浮世絵や扉思

絵の史料から多角的にアブ口｝チし、祝祭、娯

楽、風俗、モードやメディアにあらわれる都市

の文化的様格を読み商干し、たことで寸。第 21土、

江戸隠府と共に始来った都市計i損iは柔軟で図有

な都市を形成してきました。その歴史的連続性

と都市の経験を部い直し、生活空間としての都

市のコスモ口ジーとアメニティを考えました。

第3は、江戸東京に住まう人々は、し、かにコミ

ュニティを形づくってきたか。生活の場として

の住居、界隈での人づきあい、土や総や音の夜、

f地域雑誌からみたlllTJ 
2α均年3月31日発行＠

編集ニ江戸東京ブオーラム委員会
発行人＝峰致克義

発行所＝ニ財毘法人住宅総合研究員tlJJ
〒156-0055

東京都世田谷区船橋田丁包 29番8号
Tel. 03匂 3484-5381 Fax. 03 3484 5794; 

E mail:jusok凹ゆ町.mesh.出 jp

URL: http:/ /www j usoken.or.j p/ 

印刷j所＝株式会社七映

景；と環境の移り変わりを見つめ、大都市のまち

づくりのこれ主でとこれJからを得考しました。

成果は、住宅総合研究財j到のi油成研究として、

「住総事iJf研究年報j 14 サ (1988年）に、 Mi羽

の委民会活動として＇ i主総研研究年事長一 18～24

号（日夕2～19¥8年）に報告をしました。また、

当対照機関誌 fすまい七／νJの住総研 NEWS

LETTERのベージでも報告しています。

第 60l'去には「江戸東ノ京を読むlな記念出版

し（筑摩書房、 1991年）、あわせて、記念ブオ

ーラムを開催しました。第 100回iこも「江戸東

京学への招待」と題して、文化誌議、都市誌籍、

生活誌篇の3分間を出版し（日本放送出版協会、

1995、1995、1996年）、 存者テーマ

ラムを開催しました。

ブ ,r~

第 131沼i土、住宅総合研究財関車J:!L50年記

念フォーラム「地域学の明日を考えるJを公開

iとして開催しました。

委員も、小木新造、 F車内秀信の他に、新たに、

波多聖子純（日本工業大学）、森まゆみ（作家）、

横山泰子（法政大学）、吉見俊哉（東京大学社

会情報研究所）を迎え、より学際的ぼメンバー

になりました。

これから、江戸東京ブオ…フムは、地域の歴

史的経験から学ぶことも、方向のひっとしたい

と考えております。

住宅総合研究財@Iについて

E当対E司は、 1948（関車口 23）年、 "3H寺の窮迫した
住宅問題宏、住宅の総合研究、および成果的公
開・実践・普及によって解決することを目的に、
当持の清水建設社長・清水康雄氏の私財の 郊
を墓金として設立されたME司法人です。
以来日）数年、務在は住宅に隠する研究助成事

業を中心i亡、シンポジウムの開催、機持者誌 fず

まいろん の発行などの活動を続けてし、ます0

・蒸本財産 23億 5,900万円（！9卯弓現在）
・年間事業費 8億円
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